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  全
般

 
 

・
訓
練
実
施
計
画
概

要
 

別
途
、
訓
練
計
画
概
要
（

案
）

に
て
説

明
 

・
訓
練
シ
ナ
リ
オ
案
 

別
途
、
シ
ナ
リ
オ
資
料
に

て
説

明
 

・
E
R
C
プ
ラ
ン
ト
班

と
の

情
報

共
有
に

用
い

る
資
料
様
式
 

別
途
事
象
進
展
対
策
シ
ー

ト
、

発
生
事

象
状

況
確

認
シ

ー
ト

に
て
説
明
 

 指
標

1
 

情
報
共
有

の
た

め
の

情
報

フ
ロ

ー
 

・
情
報
フ
ロ
ー
 

別
途
、
情
報
フ
ロ
ー
に
て

説
明

 

（
前
回
訓
練
で
の
情
報
共

有
に

お
け
る

課
題

に
対

す
る

改
善

策
を
反
映
し
修
正
済
み
）
 

 
 

指
標

2
 

Ｅ
Ｒ
Ｃ
プ

ラ
ン

ト
班

と
の

情
報

共
有
 

・
Ｅ
Ｒ
Ｃ
対
応
ブ
ー

ス
発

話
者

の
育
成

・
多

重
化

の
考
え
方
の
説
明
 

・
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
教
育
及

び
要

素
訓
練

を
実

施
 

・
代
理
者
の
選
定
に
つ
い

て
は

、
今
後

の
課

題
と

し
て

認
識

し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
機
構

対
策
本
部
（
東
海
）
中

期
計
画

の
訓
練

目
標

に
も

記
載

し
、
代
理

者
に
よ
る
対
応
を
検
証

し
て
い
く
こ
と
と
し
て
る

。
 

 指
標

3
 

情
報
共
有

の
た

め
の

ツ
ー

ル
等

の
活

用
 

３
－
１
プ
ラ
ン
ト
情

報
表

示
シ

ス
テ
ム

の
使

用
（

Ｅ
Ｒ
Ｓ
Ｓ
等
を
使
用
し
た
訓
練
の
実
施
）
 

・
使
用
す
る
プ
ラ
ン

ト
情

報
表

示
シ
ス

テ
ム

の
説

明
（
実
発
災
時
と
シ
ス
テ
ム
の
差
異
も

説
明
）
 

対
象
外
 

３
－
２
リ
エ
ゾ
ン
の

活
動
 

・
事
業
者
が
定
め
る

リ
エ

ゾ
ン

の
役
割

に
関

す
る

説
明
 

・
即
応
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

情
報

提
供
の

補
足

説
明
 

・
資
料
の
コ
ピ
ー
及
び
配

布
（

訓
練
付

与
情

報
含

む
）
 

1
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・
即
応
セ
ン
タ
ー
の
認
識

の
ず

れ
、
説

明
内

容
が

的
を

射
て

い
な
い
場
合
の
助
言
 

・
Ｅ
Ｒ
Ｃ
か
ら
の
質
問
対

応
 

３
－
３
Ｃ
Ｏ
Ｐ
の
活

用
 

・
Ｃ
Ｏ
Ｐ
の
作
成
・

更
新

の
タ

イ
ミ
ン

グ
、

頻
度
に
関
す
る
説
明
 

作
成
・
更
新
の
タ
イ
ミ
ン

グ
、

頻
度
 

・
発
生
事
象
状
況
確
認
シ

ー
ト

：
E
AL

事
象

が
発

生
し

、
状

況
を
説

明
す

る
都

度
 

・
事
象
進
展
対
策
シ
ー
ト

：
事

象
の
進

展
状

況
が

分
か

り
次

第
 

３
－
４
Ｅ
Ｒ
Ｃ
備
付

け
資

料
の

活
用
 

・
平
成

3
0
年
度
訓

練
を

踏
ま
え

、
E
RC

書
架

内
の

資
料
整
理
状
況
 

「
災
害
対
策
資
料
」
を
改

訂
 

訓
練
ま
で
に
修
正
等
実
施

し
た

場
合
は

リ
バ

イ
ス

し
再

配
備

 

 指
標
４

 
確
実
な
通

報
・

連
絡

の
実

施
 

（
①
通
報
文
の
正
確

性
）
 

・
通
報

F
AX

送
信
前

の
通

報
文

チ
ェ
ッ

ク
体

制
、
通
報
文
に
誤
記
等
が
あ
っ
た
際
の
対
応
 

・
発
出
し
た

E
A
L
が

非
該

当
と

な
っ
た

場
合

の
対

応
 

・
通
報
に
使
用
す
る

通
信

機
器

の
代
替

手
段
 

・
通
報

F
A
X
送
信
前
の
通
報
文

チ
ェ
ッ

ク
体

制
は

、
F
A
X
作

成
補
助

者
を

中
心

と
し

て
現

地
対
策
本
部
内
で
読
み
合

わ
せ

等
を
実

施
し

て
確

認
す

る
。

 

・
通
報
文
に
誤
記
等
が
あ

っ
た

際
の
対

応
は
、
次
報

の
通
報

文
に
修

正
箇

所
を

下
線

等
で

示
し
、
正
確
な
情
報
を
発

信
す

る
。
 

・
機
構
対
策
本
部

E
R
C
対

応
ブ

ー
ス
発

話
者

が
E
R
C 

T
V
会

議
シ
ス

テ
ム

上
で

E
AL

が
非

該
当
と
な
っ
た
旨
発
信
す

る
と

と
も
に
、
原
子

力
科

学
研
究

所
か
ら
も
続
報
に
よ
り

連
絡

す
る
。
 

通
報
に
使
用
す
る
通
信
機

器
の

代
替
手

段
 

所
内
の
代
替

F
A
X 

衛
星

FA
X 

機
構
対
策
本
部
又
は
支
援

本
部

の
FA
X
（
原

科
研

か
ら

電
子

デ
ー
タ

で
提

供
）
 

2
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 （
②

E
AL

判
断
根
拠

の
説

明
）

 

・
E
A
L
の
判
断
根
拠
 

・
「
発
生
事
象
状
況
確
認

シ
ー
ト

」
を
活

用
し
て

E
A
L
の

判
断

根
拠
を

説
明

す
る

。
 

（
③

10
条
確
認
会

議
等

の
対
応

）
 

・
1
0
条
確
認
会
議
、

15
条
認
定

会
議
の

事
業

者
側

対
応
予
定
者

の
職
位
・
氏
名
 

・
現
地
対
策
本
部
本
部
長

に
よ

る
判
断

根
拠

を
説

明
す

る
。

 

・
機
構
対
策
本
部
副
本
部

長
：

伊
藤
副

理
事

長
ま

た
は

三
浦

理
事
 

（
④

25
条
報
告
）
 

・
2
5
 条

報
告
の
発
出
タ

イ
ミ
ン

グ
の
考

え
方
 

・
訓
練
事
務
局
側
が

想
定

す
る

、
今
回

訓
練

シ
ナ

リ
上
の

2
5
条
報
告
の

タ
イ
ミ
ン
グ
、
 

回
数
（
訓
練
シ
ナ
リ

オ
中

に
も

記
載
す

る
こ

と
）
 

・
考
え
方

；
事
象
対
応
や

プ
ラ

ン
ト
状

況
に

つ
い

て
、

情
報

が
整
理

さ
れ

た
段

階
 

・
タ
イ
ミ
ン
グ
；
応
急
措

置
対

応
開
始

後
及

び
対

応
完

了
後

 

・
回
数
；

 2
報
以
上
 

 指
標
５

 
中
期
計
画

の
見

直
し

状
況

 

・
見
直
し
状
況
、
見

直
し

内
容

、
R1

年
度

訓
練

実
施
計
画
位
置
づ
け
の
説
明
 

・
見
直
し
後
の
中
期

計
画

を
提

出
 

 

機
構
大
中
期
計
画
：

2
01
9
.
8.
7
策

定
 

機
構
対
策
本
部
（
東
海
）

中
期

計
画
：

2
01
9
.
10
.
1
策

定
 

原
子
力
科
学
研
究
所

中
期

計
画

：
（
案

）
作

成
中
 

別
途
、
各
資
料
に
て
説
明

す
る

。
 

・
前
回
（
平
成

3
0 
年

度
）
訓
練

の
訓
練

報
告

書
提
出
以
降
か
ら
次
年
度
（
令
和

2 
年
度
）

訓
練
ま
で
対
応
実
績
・
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
（

作
業

フ
ロ

ー
な
ど
）
に
つ
い
て
、
以
下
の
Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ
の
観
点
で
概
要

を
示

す
こ

と
 

・
平
成

3
0
 年

度
訓

練
実

施
後

の
面
談

時
に

説
明
し
た

PD
C
A
 
計
画
を
再
度
参
考
添
付
 

別
途
、
訓
練
計
画
概
要
（

案
）、

事
象
の

概
要

と
確

認
事

項
に

て
説
明

す
る

。
 

 指
標
６

 
前
回
訓
練

の
訓

練
結

果
を

踏
ま

え
た

訓
練
実
施
計
画
等
の
策
定
 

・
訓
練
実
施
計
画
が

、
前

回
訓

練
の
訓

練
結

果
を
踏
ま
え
、
問
題
・
課
題
に
対
す
る
改
善

策
が
有
効
に
機
能
す

る
も

の
で

あ
る
か

検
証

で
き

る
計
画
（
訓
練
実
施
項
目
、
訓
練
シ
ナ

別
途
、
訓
練
計
画
概
要
（

案
）

に
て
説

明
 

個
人

情
報

の
た

め
マ

ス
キ

ン
グ

実
施

 

訓
練

シ
ナ

リ
オ

に
係

る
内

容
の

た
め

マ
ス

キ
ン

グ
実

施
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 リ
オ
等
）
と
な
っ

て
い
る

こ
と

、
評

価
項

目
、
評
価
基
準
が
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
説

明
 

・
訓
練
時
に
お
け
る
当

該
改
善

策
の
有

効
性

を
評

価
・
確
認
の
方
法
（
例
え
ば
、
訓
練
評

価
者
が
使
用
す
る
評

価
チ

ェ
ッ

ク
リ
ス

ト
（
改

善
策
の
有
効
性
を
検
証
す
る
た
め
の
評
価

項
目
、
評
価
基
準

な
ど
が

明
確

に
な
っ

て
い

る
も
の
）
が
作
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
）
の
説

明
 

別
途
、
課
題
チ
ェ
ッ
ク
リ

ス
ト

に
て
説

明
 

・
課
題
の
検
証
に
つ
き

、
社
内

自
主
訓

練
・
要
素

訓
練
、
他
事
業
所
の
訓
練
で
対
応
し
て

い
る
場
合
は
、
そ
の

検
証

結
果

の
説
明
 

該
当
な
し
 

・
令
和
元
年
度
の

訓
練
で

課
題

検
証
を

行
わ

な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
理
由
と
検
証

時
期
の
説
明
、
中

期
計
画

等
へ

の
反
映

状
況

の
説
明
。
ま
た
、
令
和
元
年
度
の
訓
練
で
課

題
検
証
を
行
わ
ず
と

も
緊

急
時

対
応
に

直
ち

に
問

題
は
無
い
こ
と
の
説
明
 

今
年
度
訓
練
に
て
、
昨
年

度
訓

練
課
題

は
全

て
検

証
す

る
。

 

 指
標
７

 
シ
ナ
リ
オ

非
提

示
型

訓
練

の
実

施
状

況
 

・
開
示
す
る
範
囲

、
程
度
（
一

部
開
示

の
場

合
、
誰
に
／
何
を
開
示
す
る
の
か
具
体
的
に

記
載
）
及
び
そ
の
設

定
理

由
に

係
る
説

明
 

現
地

対
策

本
部

員
及

び
事

故
現

場
防

護
活

動
要

員
の

一
部

に
訓

練
概

要
を

事
前

に
説

明

し
た
上
で
実
施
す
る
。
 

設
定
理
由
：
訓
練
準
備
の

た
め

 

 指
標
８

 
シ
ナ
リ
オ

の
多

様
化

・
難

度
 

・
訓
練
シ
ナ
リ
オ
の

ア
ピ

ー
ル

ポ
イ
ン

ト
 

発
災
対
象
施
設
：
2
施
設
 

E
A
L
判
断
状
況
：
A
L
、
S
E
×
2、

G
E
×
1
、
通

信
設

備
の

不
具
合

 

・
シ
ナ
リ
オ
多
様
化

に
関

し
、

付
与
す

る
場

面
設

定
 

発
災
を
想
定
す

る
施

設
数

、
Ｅ

Ａ
Ｌ
判

断
状

況
（
数
や
密
度
）
、
発
生
事
象
の
深
刻
度
、

発
災
原
因
（
自
然
災
害

、
機

器
故

障
な
ど

）、
プ
ラ
ン
ト
状
態
、
場
面
設
定
（
時
間
、
場
所
、

①
発
災
施
設
：

2
施
設
 

②
Ｅ
Ａ
Ｌ
判
断
状
況
：
A
L
、
SE
×

2
、
G
E
×
1 

③
場
面
設
定
：
 

・
T
V
会
議
シ
ス
テ

ム
が

3
0
分

程
度
使

用
不

能
 

・
N
S
RR

か
ら
防
災
資
機

材
（
ホ

ウ
素
材

）
の

支
援

要
請
 

訓
練

シ
ナ

リ
オ

に
係

る
内

容
の

た
め

マ
ス

キ
ン

グ
実

施
 

 訓
練

シ
ナ

リ
オ

に
係

る
内

容
の

た
め

マ
ス

キ
ン

グ
実

施
 

4
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 気
象
、
防
災
要
員
の

体
制

、
資

機
材
の

状
態

、
計
器
の
故
障
、
人
為
的
な
ミ
ス
、
オ
フ
サ

イ
ト

セ
ン

タ
ー

を
想

定
し

た
要

員
派

遣
と

支
援

要
請

等
へ

の
対

応
な

ど
プ

ラ
ン

ト
以

外

の
状
態
）、

こ
れ
ら
要

因
の

複
数

組
み
合

わ
せ
、
シ
ナ
リ
オ
上
の
判
断
分
岐
と
な
る
ポ
イ
ン

ト
や
マ
ル
フ
ァ
ン
ク

シ
ョ

ン
の

数
、
マ

ル
チ

エ
ン

デ
ィ
ン
グ
方
式
の
採
用
な
ど
 

・
燃
料
試
験
施
設
に
て
防

護
活

動
要
員

の
負

傷
発

生
に

伴
う

救
護
活
動
の
実
施
 

・
O
F
C
へ
の
要
員
派
遣
 

 指
標
９

 
広
報
活
動
 

・
評
価
要
素
①
～
④

そ
れ

ぞ
れ

に
つ
い

て
、

対
応

、
参
加
等
の
予
定
に
つ
い
て
の
説
明
 

①
E
R
C
広
報
班
と
連
携
し

た
プ

レ
ス
対

応
：

J
AE
A
ふ

げ
ん
訓

練
に
て

実
施

済
み

。
 

②
記
者
等
の
社
外
プ
レ
ー

ヤ
の

参
加
：

外
部

の
訓

練
モ

ニ
タ

が
記
者

役
と

し
て

参
加
 

③
模
擬
記
者
会
見
の
実
施

：
茨

城
県
政

記
者

ク
ラ

ブ
を

模
擬

し
た
記

者
会

見
を

実
施
 

④
情
報
発
信
ツ
ー
ル
を
使

っ
た

外
部
へ

の
情

報
発

信
：

J
AE
A
ふ

げ
ん

訓
練

に
て

模
擬

H
O 

 
公
開
を
実
施
済
。
 

 指
標

1
0
 

後
方
支
援

活
動
 

・
評
価
要
素
①
～
③
そ

れ
ぞ
れ

に
つ
い

て
、
具
体
的
活
動
予
定
（
特
に
、
実
動
で
実
施
す

る
範
囲
を
明
確
に
す

る
こ

と
）

に
つ
い

て
の

説
明
 

・
一
部
を
要
素
訓
練

で
実

動
し

、
残
り

を
総

合
訓

練
で
実
動
す
る
な
ど
、
複
数
の
訓
練
を

組
み
合
わ
せ
て
一
連

の
後

方
支

援
活
動

の
訓

練
を

実
施
す
る
場
合
は
、
そ
の
説
明
 

①
事
業
者

（
所
）
の
支
援

活
動

：
②
と

同
様

。
 

②
原
子
力
事
業
所
災
害
対

策
支

援
拠
点

と
の

連
動
 

 
：

核
燃
料
サ
イ
ク
ル
工

学
研

究
所
へ

応
援

要
請

（
実

動
な

し
）
 

③
原
子
力
緊
急
事
態
支
援

組
織

と
の
連

動
：
楢

葉
遠

隔
技
術

開
発
セ

ン
タ

ー
へ

応
援

要
請

（
実
動
な
し
）
 

 ※
②

③
の
実
動

は
別
途
要

素
訓

練
（

要
員

派
遣
、
資
機

材
搬

送
、
操
作

演
習

等
）
で

確
認

す
る
。
 

 指
標

1
1
 

訓
練
へ
の

視
察

な
ど

 

 訓
練

シ
ナ

リ
オ

に
係

る
内

容
の

た
め

マ
ス

キ
ン

グ
実

施
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訓
練
事
前
面
談
時
の
確
認
事
項
整
理
表
 

原
子
力
科
学
研
究
所
 
保
安
管
理
部
 

6/
6 

 ・
他
原
子
力
事
業
所

へ
の

視
察

実
績
、

視
察

計
画
 

・
敦
賀
原
子
力
発
電
所
の

訓
練

（
緊
急

時
対

策
所

）
を

視
察

：
2
01
9
.
10
.
25

実
施
 

・
自
社
訓
練
の
視
察

受
け

入
れ

計
画
（

即
応

C
、
緊
対
所
そ
れ
ぞ
れ
の
視
察
受
入
れ
可
能

人
数
、
募
集
締
め
切

り
日

）
 

受
け
入
れ
せ
ず
 

た
だ
し

、
東
海
ノ
ア
協

定
加
盟

事
業
所

に
対

し
て

は
、
6
名
前

後
の
視

察
を

受
け

入
れ

る
。 

・
ピ
ア
レ
ビ
ュ
ー
等

の
受

入
れ

計
画
（

受
入

れ
者

の
属
性
、
レ
ビ
ュ
ー
内
容
等
）
 

総
合

防
災

ソ
リ

ュ
ー

シ
ョ

ン
の

ピ
ア

レ
ビ

ュ
ー

を
受

入
れ

、
訓

練
で

の
課

題
抽

出
を

行

う
。
 

 指
標

1
2
 

訓
練
結
果

の
自

己
評

価
・

分
析
 

・
問
題
点
か
ら
課
題

の
抽

出
 

・
原
因
分
析
・
 

・
原
因
分
析
結
果
を

踏
ま

え
た

対
策
 

モ
ニ
タ
を
配
置
し
て

課
題

抽
出

を
行
う
。
訓
練

報
告

書
の
中

で
抽
出

さ
れ

た
課

題
に

つ
い

て
原
因
分
析
を
行
い
対
策

の
検

討
を
行

う
。
 

 指
標

1
3
、

1
4
 

訓
練

参
加

率
 

・
拠
点
参
加
予
定
人

数
（

う
ち

、
コ
ン

ト
ロ

ー
ラ

人
数
）
 

・
即
応
セ
ン
タ
ー
参

加
予

定
人

数
（
う

ち
、

コ
ン

ト
ロ
ー
ラ
人
数
）
 

・
リ
エ
ゾ
ン
予
定
人

数
 

・
評
価
者
予
定
人
数
 

・
未
定
（

4
名
予
定

）
 

・
約

35
名
（

1
名
予
定

）
 

・
3
名
予
定
 

・
6
名
程
度
を
予
定
 

 
 

備
考
：
現
場
実
動
訓

練
の

実
施

 

・
現
場
実
動
訓
練
の

実
施

内
容

 

・
事
故
シ
ナ
リ
オ
に

基
づ

き
実

施
す
る

緊
急

時
対

策
所
の
活
動
と
の
連
携
に
係
る
説
明
 

・
実
働
：
現
場
へ
の
移
動

、
防

護
衣
の

着
用

、
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
カ
ー

に
よ
る
環
境
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
、
負
傷
者
の

搬
出

及
び

自
衛
救

急
車

に
よ

る
所

内
搬

送
な
ど
（
模
擬
：
バ
ル
ブ

の
開
閉
操
作
、
ポ
ン
プ
起

動
、

炉
プ
ー

ル
へ

の
補

給
な

ど
）

 

・
シ
ナ
リ
オ
に
合
わ
せ
て

現
場

か
ら
緊

急
時

対
策

所
へ

情
報

を
発
信
 

 

 訓
練

シ
ナ

リ
オ

に
係

る
内

容
の

た
め

マ
ス

キ
ン

グ
実

施
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令和元年１０月３０日 
国 立 研 究 開 発 法 人 
日本原子力研究開発機構 
原 子 力 科 学 研 究 所 

 
令和元年度 防災訓練計画概要（案） 

 
１．防災訓練の目的 

本訓練は、原子力科学研究所原子力事業者防災業務計画（以下「防災業務計画」と 
いう。）、原子炉施設保安規定、核燃料物質使用施設等保安規定及び廃棄物埋設施設保安規

定に基づき実施するものである。 
本訓練においては、NSRR 及び燃料試験施設の 2 施設を対象とし、複数の緊急時活動 

レベル（以下「EAL」という。）への進展を踏まえ、原子力防災組織が原子力災害発生時

に有効に機能することを確認すること、防災訓練後は評価を行い、スキルアップに向けて

課題等を明らかにすることを目的とする。 
 訓練全体に設定した目標は、以下のとおり。 
①「事象進展対策シート」、「発生事象状況確認シート」等の視覚情報を用いて、EAL の

判断基準及び今後の事象進展等を原子力規制庁緊急時対応センター（以下「ERC」と

いう。）を含む関係個所へ情報提供できること。 
②EAL 事象の発生状況、今後の事象進展及び事故収束に向けた対策について、適時に

ブリーフィングを実施し、機構内へ情報共有できること。 
③機構 TV 会議システムが一時的に使用不能となった場合でもあっても、代替手段を活

用し、情報共有ができること。 
④NSRR 及び燃料試験施設の２施設で事象が発生した場合であっても、事故現場指揮

所からの情報を現地対策本部で集約し、ERC を含む関係個所へ情報提供できること。 

 
２．防災訓練の項目、実施年月日及び対象施設 
（１）実施年月日 

令和元年１２月１０日（火）１３：３０ ～ １６：００（予定） 
 

（２）対象施設 
NSRR 及び燃料試験施設 

 
3．評価体制、参加者及び実施体制 
（１）評価体制 

機構内の他拠点から選出された訓練モニタ及び外部機関の有識者による評価及び反

省会を通じて課題の抽出を行う。また、昨年度の訓練で抽出された課題に対しては、課

題チェックリストを作成し評価する。 
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（２）参加者 

①現地対策本部員、支援組織活動員、防護隊員 

②NSRR及び燃料試験施設事故現場防護活動要員 

③機構対策本部員 

④ERC派遣災害対策現地情報連絡員 

⑤その他、原子力科学研究所全職員等 

⑥訓練モニタ及び外部機関の有識者 

 

（３）実施体制 

 
 
４．防災訓練のために想定した原子力災害の概要 

警戒事態に該当する地震の発生を起点とし、NSRR（原子炉運転中）及び燃料試験施設 
において想定する起因事象が発生して、警戒事態、施設敷地緊急事態及び全面緊急事態

 

 

指示、 

連絡等 

支援要請 

要員、資機材 

 

指示、報告・連絡 
（機構 TV 会議システム、FAX 等） 

指示、報告・連絡 
（機構 TV 会議システム、FAX 等） 

 
 
 

機構対策本部 
（原子力施設事態 
  即応センター） 

 
 
 

 
事故現場指揮所 
（燃料試験施設） 

 
事故現場指揮所 
（ＮＳＲＲ） 

 
発災場所 

（燃料試験施設） 

 
発災場所 

（ＮＳＲＲ） 

 
 

中央官庁 

規制庁（ERC） 

自治体 

 
オフサイトセンター 

日本原子力研究開発機構 外部関係機関 

原子力科学研究所 

指示、報告・連絡※１ 

報告・連絡 

（電話、FAX）  
 

現地対策本部 
（緊急時対策所） 

指示、報告・連絡 
（電話・ページング等） 

指示、報告・連絡 
（電話・ページング等） 

※1 ERC、機構対策本部、原科研

現地対策本部は統合 NW システム

を使用して情報伝達を行う 

指示、報告・連絡 
（機構TV 会議システム、FAX等） 

支援本部 

原子力事業所

災害対策支援

拠点 

文科省 

経産省 

要員派遣 

報告・連絡（FAX） 

要員派遣 
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に進展する原子力災害を想定する。 
 
５．防災訓練の項目 

総合訓練 
 
６．防災訓練の方法 
  本訓練は、現地対策本部員及び事故現場防護活動要員の一部に訓練概要を事前に説明

した上で実施する。 
 
７．防災訓練の概要 

本訓練は、「防災業務計画」に基づき、原子力科学研究所及び機構対策本部との合同によ

る総合訓練、個別訓練を実施する。各訓練で実施する項目を以下に示す。 
７．１ 総合訓練 

７．１．１ 現地対策本部における訓練 
（１）現地対策本部要員の招集訓練 

  （２）機構対策本部等及び各事故現場指揮所との情報共有訓練 
（３）ERC 及び機構対策本部と統合原子力防災ネットワークシステム（以下「統合 NW

システム」という。）による情報共有訓練 
  （４）原災法第 10 条及び第 15 条事象発生による関係機関への派遣対応訓練 
  （５）大規模地震発生後の人員掌握及び施設等点検結果の集約・報告訓練 
  （６）プレス対応訓練 
  （７）原子力事業所災害対策支援拠点への支援要請訓練 
 ７．１．２ NSRR 事故現場指揮所における訓練 
  （１）NSRR における緊急時対応訓練 
  （２）現地対策本部との情報共有訓練 

７．１．３ 燃料試験施設事故現場指揮所における訓練 
（１）燃料試験施設における緊急時対応訓練 

  （２）現地対策本部との情報共有訓練 
７．１．４ 機構対策本部における訓練 
（１）機構内及び ERC との情報共有訓練 

  （２）原子力事業所災害対策支援拠点及び原子力緊急事態支援組織との連動訓練 
 
７．２ 個別訓練 

（１）通報訓練 
（２）避難訓練 
（３）緊急時環境モニタリング訓練 

  （４）救護訓練 
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８．防災訓練の内容 
  本訓練は、「１．訓練目的」を踏まえ、訓練項目ごとに達成目標を設定して訓練を実施す

る。以下に、訓練項目ごとの達成目標を示す。 
 
８．１ 総合訓練 
 ８．１．１ 現地対策本部における訓練 
  （１）現地対策本部要員の招集訓練 

【達成目標】 
    ・危機管理課長は、警戒事象（地震）発生後、構内放送により現地対策本部員を 
     直ちに招集し、緊急時対策所へ参集させること。 
 

（２）機構対策本部等及び各事故現場指揮所との情報共有訓練 
【達成目標】 

    ①現地対策本部は、「発生事象状況確認シート」、「事象進展対策シート」等の視覚情

報を活用して、EAL の判断基準及び今後の事象進展等に関する情報を収集し、関

係個所に対して情報提供ができること。 
    ②現地対策本部は、事象の進展に応じてブリーフィングを実施し、事象の進捗・現

場での対応を総括した全体的な説明が行えること。 
    ③現地対策本部は、機構対策本部からの質問に対して、回答状況を確認し、漏れな

く回答ができること。 
   ④現地対策本部は、現地対策本部と機構対策本部間の機構 TV 会議システムが一時

使用不能となった場合であっても、代替手段を活用して情報共有ができること。 
   ⑤現地対策本部は、所内の複数施設で事象が発生した場合であっても、それぞれの

施設の情報を集約して、機構 TV 会議システム、電話、FAX 及び共有フォルダ

等を用いて機構内に情報共有ができること。 
   ⑥現地対策本部長は、「防災業務計画」に基づき、EAL 事象を判断して宣言し、関

係個所へ伝達できること。 
 

（３）ERC 及び機構対策本部と統合原子力防災ネットワークシステム（以下「統合 NW
システム」という。）による情報共有訓練 

【達成目標】 
    ①原子力科学研究所 ERC ブース対応者は、統合 NW システムを通じ、機構対策本      

    部と連携して、ERC プラント班と情報共有ができること。 
    ②原子力科学研究所 ERC ブース対応者は、ERC プラント班からの質疑応答に対

して正確に情報提供ができること。 
 
（４）原災法第 10 条及び第 15 条事象発生による関係機関への派遣対応訓練 

【達成目標】 
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    ①原子力防災管理者は、原災法第 10 条及び第 15 条事象発生後、関係機関への派遣

要員を決定して派遣できること。（ERC 及び緊急事態応急対策等拠点施設（以下

「OFC」という。）への派遣は実働。ただし、OFC への派遣は、プラントチーム

への要員派遣を行う。その他関係機関への派遣は模擬。） 
    ②リエゾンは、ERC からの質疑応答、機構対策本部から発信される情報の補足説

明等、正確に情報提供ができること。 
 

（５）大規模地震発生後の人員掌握及び施設等点検結果の集約・報告訓練 
【達成目標】 

    ・現地対策本部は、大規模地震発生後、各部署からの施設の点検結果及び人員掌握

結果を集約して、機構対策本部へ連絡できること。 
 

（６）プレス対応訓練 
【達成目標】 

    ①現地対策本部は、複数施設における EAL 事象が整理されたプレス文が作成でき

ること。 
  ②プレス対応者は、施設の目的及び概要が整理された簡易な資料や図面等を用いて

分かりやすく説明ができること。 
 

  （７）原子力事業所災害対策支援拠点への支援要請訓練 
【達成目標】 

    ・現地対策本部長は、原災法第 15 条事象発生後、原子力事業所災害対策支援拠点に

対して、モニタリングカー等の支援を機構対策本部へ要請し、支援体制が確認で

きること。 
 
 ８．１．２ NSRR 事故現場指揮所における訓練 
  （１）NSRR における緊急時対応訓練 

【達成目標】 
    ・事故現場指揮所は、EAL 事象の発生状況を把握し、収束に向けた対応ができるこ

と。 
 
（２）現地対策本部との情報共有訓練 

【達成目標】 
    ・事故現場指揮所は、EAL 事象等の状況を集約して、現地対策本部と情報共有で

きること。 
 
８．１．３ 燃料試験施設事故現場指揮所における訓練 
（１）燃料試験施設における緊急時対応訓練 
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【達成目標】 
    ・事故現場指揮所は、EAL 事象の発生状況を把握し、収束に向けた対応ができるこ

と。 
 
（２）現地対策本部との情報共有訓練 

【達成目標】 
    ・事故現場指揮所は、EAL 事象等の状況を集約して、現地対策本部と情報共有でき

ること。 
 

８．１．４ 機構対策本部における訓練 
（１）機構内及び ERC との情報共有訓練 

【達成目標】 
    ①機構対策本部は、「発生事象状況確認シート」、「事象進展対策シート」等の視覚情

報を活用して ERC に対して現地対策本部 EAL の判断基準及び今後の事象進展等

に関する情報を収集し、ERC に対して情報提供できること。 
   ②機構対策本部は、現地対策本部が実施するブリーフィング情報を収集し、必要に

応じて ERC に対して情報提供できること。 
   ③機構対策本部は、現地対策本部の機構 TV 会議システムが一時使用不能となった

場合であっても、代替手段を活用して情報共有ができること。 
  ④機構対策本部は、原子力科学研究所の複数施設で事象が発生した場合においても、

それぞれの施設の情報を集約し、ERC に対して情報提供ができること。 
 
（２）原子力事業所災害対策支援拠点及び原子力緊急事態支援組織との連動訓練 

【達成目標】 
    ・機構対策本部は、事象進展に伴い、現地対策本部から支援要請を受けた後、核燃

料サイクル研究所、大洗研究所及び楢葉遠隔技術開発センターと連携を図り、支

援体制が構築できること。（ただし、支援体制の確認を含む連動訓練は、別途実施

する。） 
 
８．２ 個別訓練 

（１）通報訓練 
【達成目標】 
 ①現地対策本部は、複数施設で発生した EAL 事象等を集約し、通報文が作成で

きること。 
 ②現地対策本部は、原子力防災管理者が EAL 事象の宣言後、15 分以内に関係機

関へ通報連絡ができること。 
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（２）避難訓練 
【達成目標】 

   ①発災施設建家関係者は、地震発生時にあらかじめ定められた避難場所へ避難

できること。 
     ②現地対策本部は、EAL 事象の発生に伴い、原子力科学研究所内の従業員等へ

屋内待機を指示し、建屋内に退避できること。 
 
（３）緊急時環境モニタリング訓練 
【達成目標】 
 ・放射線管理部センターは、モニタリングカーによる原子力科学研究所内の環境

モニタリングを行うとともに、モニタリングポストの指示値を監視して現地対

策本部へ報告できること。 
 

   （４）救護訓練 
【達成目標】 

     ・医療チームと防護隊は、負傷者への応急措置を実施し、外部医療機関へ救急搬

送ができること。 
 

以 上 
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判
断

に
係

る
補

足

※
１

　
原

子
炉

運
転

中
と

は
、

制
御

棒
引

抜
き

開
始

時
点

か
ら

全
制

御
棒

（
１

１
本

）
挿

入
完

了
ま

で
。

※
２

　
ス

ク
ラ

ム
作

動
に

よ
っ

て
も

制
御

棒
１

１
本

の
下

限
到

達
が

確
認

で
き

な
い

場
合

。
※

３
　

定
出

力
運

転
用

核
計

装
（

対
数

定
出

力
系

１
c
h
、

線
形

定
出

力
系

１
c
h
）

の
出

力
低

下
が

確
認

で
き

な
い

場
合

。
※

４
　

原
子

炉
棟

に
入

室
し

現
場

確
認

を
行

い
全

制
御

棒
が

挿
入

さ
れ

て
い

な
い

場
合

。
※

５
　

原
子

炉
棟

内
サ

ブ
パ

イ
ル

室
内

に
設

置
さ

れ
て

い
る

「
サ

ブ
パ

イ
ル

室
サ

ン
プ

水
位

高
」

の
漏

え
い

警
報

が
発

報
さ

れ
た

場
合

。
※

６
　

「
液

面
プ

ー
ル

水
位

低
」

警
報

が
発

報
さ

れ
た

場
合

。
※

７
　

サ
ブ

パ
イ

ル
室

水
密

扉
に

漏
え

い
が

あ
っ

た
場

合
。

※
８

　
原

子
炉

プ
ー

ル
水

位
計

の
指

示
値

が
-
7
.
7
ｍ

に
な

っ
た

場
合

。

：
：

発
生

事
象

状
況

確
認

シ
ー

ト
（

 
原

子
炉

停
止

機
能

及
び

冷
却
機
能
の
喪
失
 
）

拠
点

名
　

原
子

力
科

学
研

究
所

施
設

名
Ｎ

Ｓ
Ｒ

Ｒ

S
E
-

原
子

炉
運

転
中

（
※

１
）

に
原

子
炉

の
非

常
停

止
が

必
要

な
場

合
に

お
い

て
、

原
子

炉
を

停
止

す
る

全
て

の
機

能
が

喪
失

す
る

こ
と

。
(
原

子
炉

運
転

中
に

お
い

て
、

制
御

棒
の

挿
入

が
確

認
で

き
な

い
場

合
）

S
E
-

原
子

炉
運

転
中

（
※

１
）

に
原

子
炉

を
冷

却
す

る
す

べ
て

の
機

能
が

喪
失

し
た

こ
と

。
（

原
子

炉
運

転
中

に
お

い
て

、
原

子
炉

プ
ー

ル
水

が
漏

え
い

し
、

炉
心

が
露

出
し

た
場

合
）

G
E
-

原
子

炉
運

転
中

（
※

１
）

に
原

子
炉

の
非

常
停

止
が

必
要

な
場

合
に

お
い

て
、

原
子

炉
を

停
止

す
る

全
て

の
機

能
が

喪
失

し
、

か
つ

、
原

子
炉

を
冷

却
す

る
全

て
の

機
能

が
喪

失
す

る
こ

と
。

（
原

子
炉

の
運

転
中

に
お

い
て

、
制

御
棒

の
挿

入
が

確
認

で
き

な
い

場
合

で
あ

っ
て

、
か

つ
、

原
子

炉
プ

ー
ル

水
が

漏
え

い
し

、
炉

心
が

露
出

し
た

場
合

）

該
当

時
刻

警
戒

事
態

（
A
L
－

）
施

設
敷

地
緊

急
事

態
（

S
E
-
）

全
面

緊
急

事
態

（
G
E
-
）

該
当

条
件

該
当

時
刻

該
当

条
件

該
当

時
刻

該
当

条
件

：

内
閣

総
理

大
臣

に
よ

る
原

子
力

緊
急

事
態

宣
言

宣
言

時
刻

：

原
子

炉
停

止
機

能

確
認

/
認

定
会

議
確

認
会

議
確

認
時

刻
：

認
定

会
議

認
定

時
刻

E
A
L
の

判
断

S
1
-
1
：

原
子

炉
の

非
常

停
止

が
必

要
な

場
合

に
制

御
棒

挿
入

不
可

。
※

２

S
1
-
2
：

核
計

装
設

備
に

よ
る

原
子

炉
の

停
止

確
認

不
可

。
※

３

S
1
-
3
：

S
1
-
1
及

び
S
1
-
2
の

条
件

が
該

当
後

、
制

御
棒

挿
入

不
可

を
現

場
に

よ
り

確
認

。
※

４

： ： ：

判
断

時
刻

：
判

断
時

刻
：

： ： ：

S
2
-
1
：

原
子

炉
運

転
中

に
原

子
炉

プ
ー

ル
水

が
漏

え
い

。
※

５

S
2
-
2
:
液

面
プ

ー
ル

水
位

低
警

報
発

報
※

６

S
2
-
4
：

炉
心

が
露

出
。

※
８

S
2
-
3
：

サ
ブ

パ
イ

ル
室

に
よ

る
冠

水
維

持
失

敗
。

※
７

G
2
-
3
：

S
2
-
3
に

同
じ

E
A
L
事

象

A
L
-

―

： ：

G
1
-
1
：

S
1
-
1
に

同
じ

G
1
-
2
：

S
1
-
2
に

同
じ

G
1
-
3
：

S
1
-
3
に

同
じ

： ： ：

G
2
-
1
：

S
2
-
1
に

同
じ

G
2
-
2
：

S
2
-
2
に

同
じ

G
2
-
3
：

S
2
-
3
に

同
じ

：

原
子

炉
冷

却
機

能

訓
練
シ
ナ
リ
オ
に
係
る
内
容
の
た
め
マ
ス
キ
ン
グ
実
施
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S
1
-
1

G
1
-
1

S
1
-
2

G
1
-
2

：

G
1
-
1
の

状
態

が
1
0
分

以
上

継
続

※

：

発
生

事
象

状
況

確
認

シ
ー

ト
（

 
0
4
 
管

理
区

域
外
で

の
放

射
線
の
放
出
 
）

拠
点

名
　

原
子

力
科

学
研

究
所

施
設

名
　

燃
料

試
験

施
設

E
A
L
事

象

A
L
-

　
ー

S
E
0
4

　
火

災
爆

発
等

に
よ

る
管

理
区

域
外

で
の

放
射

線
の

放
出

（
5
0
μ

S
v
/
h
）

G
E
0
4

　
火

災
爆

発
等

に
よ

る
管

理
区

域
外

で
の

放
射

線
の

放
出

（
5
ｍ

S
v
/
h
）

該
当

時
刻

警
戒

事
態

（
A
L
－

）
施

設
敷

地
緊

急
事

態
（

S
E
0
4
）

全
面

緊
急

事
態

（
G
E
0
4
）

該
当

条
件

該
当

時
刻

該
当

条
件

該
当

時
刻

該
当

条
件

：

内
閣

総
理

大
臣

に
よ

る
原

子
力

緊
急

事
態

宣
言

宣
言

時
刻

：

管
理

区
域

外
で

の
線

量
率

確
認

/
認

定
会

議
確

認
会

議
確

認
時

刻
：

認
定

会
議

認
定

時
刻

判
断

に
係

る
補

足

E
A
L
の

判
断

※
：

継
続

性
（

継
続

し
て

検
出

）
は

、
ガ

ン
マ

線
測

定
用

サ
ー

ベ
イ

メ
ー

タ
に

よ
り

5
0
μ

S
v
/
h
（

S
E
0
4
）

、
5
m
S
v
/
h
（

G
E
0
4
）

 
以

上
の

放
射

線
量

を
検

出
し

た
時

を
起

点
と

し
、

当
該

　
ガ

ン
マ

線
測

定
用

サ
ー

ベ
イ

メ
ー

タ
に

お
い

て
1
0
分

間
継

続
し

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

場
合

、
又

は
、

近
傍

の
ガ

ン
マ

線
測

定
用

連
続

監
視

モ
ニ

タ
（

エ
リ

ア
モ

ニ
タ

、
モ

ニ
タ

 
 
リ

ン
グ

ポ
ス

ト
等

）
に

お
い

て
有

意
な

指
示

の
変

動
の

継
続

又
は

上
昇

が
1
0
分

間
継

続
し

て
い

る
こ

と
を

確
認

す
る

こ
と

を
も

っ
て

判
断

す
る

。

判
断

時
刻

：
判

断
時

刻
：

管
理

区
域

外
に

お
い

て
ガ

ン
マ

線
測

定
用

サ
ー

ベ
イ

メ
ー

タ
に

よ
り

5
0
μ

S
v
/
h
以

上
の

放
射

線
を

検
出

し
た

時

S
1
-
1
の

状
態

が
1
0
分

以
上

継
続

※

： ：

管
理

区
域

外
に

お
い

て
ガ

ン
マ

線
測

定
用

サ
ー

ベ
イ

メ
ー

タ
に

よ
り

5
m
S
v
/
h
以

上
の

放
射

線
を

検
出

し
た

時

訓
練
シ
ナ
リ
オ
に
係
る
内
容
の
た
め
マ
ス
キ
ン
グ
実
施

15



―

＜
対

策
＞

　
原

子
炉

停
止

機
能

及
び

冷
却

機
能

回
復

優
先

順
位

実
施

結
果

準
備

①

対
策

①

準
備

①

対
策

①

準
備

① ① ② ① ② ③ ① ② ① ②

対
策

①

原
子

炉
運

転
中

に
原

子
炉

の
非

常
停

止
が

必
要

な
場

合
に

お
い

て
、

原
子

炉
を

停
止

す
る

全
て

の
機

能
が

喪
失

し
、

か
つ

、
原

子
炉

を
冷

却
す

る
全

て
の

機
能

が
喪

失
す

る
こ

と
。

（
原

子
炉

の
運

転
中

に
お

い
て

、
制

御
棒

の
挿

入
が

確
認

で
き

な
い

場
合

で
あ

っ
て

、
か

つ
、

原
子

炉
プ

ー
ル

水
が

漏
え

い
し

、
炉

心
が

露
出

し
た

場
合

）

所
要

時
間

備
　

考
対

策
の

方
針

対
策

の
具

体
的

内
容

実
施

の
可

否
作

業
内

業
開

始
時

刻
終

了
時

刻

事
象

進
展

対
策

シ
ー

ト
（

原
子

炉
停

止
機

能
及

び
冷

却
機

能
喪

失
時

の
対

策
）

拠
点

名
　

原
子

力
科

学
研

究
所

施
設

Ｎ
Ｓ

Ｒ
Ｒ

関
係

す
る

E
A
L

（
番

号
）

（
事

象
）

２
特

段
の

準
備

な
し

手
動

ス
ク

ラ
ム

ボ
タ

ン
を

押
下

：
：

約
　

１
分

操
作

場
所

：
制

御
室

成
功

・
失

敗

ー

操
作

場
所

：
制

御
室

コ
ン

タ
ク

ト
ス

イ
ッ

チ
を

押
下

：
：

約
　

１
分

特
段

の
準

備
な

し

ー

：

ト
ラ

ン
ジ

ェ
ン

ト
A
R
M
E
D
ボ

タ
ン

を
押

下
：

：：
ー

特
段

の
準

備
な

し
：

安
全

棒
及

び
調

整
棒

下
降

ボ
タ

ン
を

押
下

：：
：

成
功

・
失

敗

成
功

・
失

敗

放
射

線
防

護
資

機
材

の
用

意
：

：

原
子

炉
建

家
へ

入
室

：

可
・

否
５

準
備

：

：

原 子 炉 停 止 の た め の 対 策

原
子

炉
停

止
回

路
を

作
動

（
手

動
）

可
・

否
１

：
：：

現
場

養
生

及
び

治
具

の
用

意
：

：

制
御

棒
駆

動
機

構
の

取
外

し
：

：

：
：

安
全

棒
及

び
調

整
棒

駆
動

機
構

の
駆

動
軸

を
手

動
に

て
押

し
下

げ
る

：
：

安
全

棒
及

び
調

整
棒

駆
動

機
構

の
ア

マ
チ

ェ
ア

部
を

押
し

下
げ

る
。

ま
た

、
ト

ラ
ン

ジ
ェ

ン
ト

棒
は

、
シ

リ
ン

ダ
ー

部
を

押
し

下
げ

る
。

電
動

駆
動

制
御

棒
の

励
磁

断
（

手
動

）

：
：

可
・

否

制
御

棒
に

振
動

を
与

え
る

た
め

の
ト

ン
グ

の
用

意

対
策

約
　

５
分

操
作

場
所

：
制

御
室

現
場

に
お

け
る

制
御

棒
の

挿
入

(
手

動
)

制
御

棒
に

ト
ン

グ
を

使
っ

て
振

動
を

与
え

る

制
御

棒
の

挿
入

（
手

動
）

可
・

否
３

成
功

・
失

敗

約
１

０
分

約
　

５
分

操
作

場
所

：
原

子
炉

建
家

一
階

可
・

否
４

準
備

成
功

・
失

敗

約
　

１
５

分

対
策

約
　

５
分

操
作

場
所

：
原

子
炉

建
家

一
階

訓
練
シ
ナ
リ
オ
に
係
る
内
容
の
た
め
マ
ス
キ
ン
グ
実
施
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準
備

① ① ② ③ ① ② ③ ④

対
策

①

冷 却 水 の 補 給

可
・

否
1

対
策

消
火

栓
か

ら
の

給
水

可
・

否
2

準
備

純
水

タ
ン

ク
か

ら
の

供
給

消
火

栓
か

ら
の

放
水

に
よ

る
給

水

放
射

線
防

護
資

機
材

の
用

意

原
子

炉
建

家
入

室

原
子

炉
建

家
１

階
消

火
栓

の
準

備

消
火

栓
ポ

ン
プ

の
作

動
状

態
の

確
認

純
水

製
造

の
開

始

純
水

タ
ン

ク
の

水
量

の
確

認

原
子

炉
プ

ー
ル

補
給

水
ポ

ン
プ

の
起

動

原
子

炉
プ

ー
ル

補
給

水
弁

の
開

操
作

約
１

５
０

分

操
作

場
所

：
制

御
室

操
作

場
所

：
制

御
室

供
給

流
量

：
2
0
m
3
/
h

操
作

場
所

：
機

械
棟

：
：

：
：

：
：

約
　

５
分

成
功

・
失

敗

約
１

５
分

：
：

：
：

：：
： ：

：
：

：
：

約
１

２
０

分
作

業
場

所
：

原
子

炉
建

家
１

階

供
給

流
量

：
4
8
 
m
3
/
h

成
功

・
失

敗

訓
練
シ
ナ
リ
オ
に
係
る
内
容
の
た
め
マ
ス
キ
ン
グ
実
施
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S
E
0
4

G
E
0
4

＜
対

策
＞

　
セ

ル
か

ら
放

出
さ

れ
る

放
射

線
の

低
減 優
先

順
位

実
施

結
果

① ② ③ ① ② ③ ④ ① ② ③ ① ② ③ ④

（
番

号
）

（
事

象
）

火
災

爆
発

等
に

よ
る

管
理

区
域

外
で

の
放

射
線

の
放

出

関
係

す
る

E
A
L

事
象

進
展

対
策

シ
ー

ト
（

0
4
 
火

災
爆

発
等

に
よ

る
管

理
区

域
外

で
の

放
射

線
の

放
出

）

拠
点

名
　

原
子

力
科

学
研

究
所

施
設

　
燃

料
試

験
施

設

　
5
0
マ

イ
ク

ロ
シ

ー
ベ

ル
ト

／
時

以
上

の
放

射
線

量
の

検
出

(
1
0
分

間
以

上
継

続
)

（
番

号
）

（
事

象
）

火
災

爆
発

等
に

よ
る

管
理

区
域

外
で

の
放

射
線

の
異

常
放

出

　
5
ミ

リ
シ

ー
ベ

ル
ト

／
時

以
上

の
放

射
線

量
の

検
出

(
1
0
分

間
以

上
継

続
)

所
要

時
間

備
　

考

放
射

線
源

の
隔

離
放

射
線

源
の

移
動

可
・

否
１

準
備

資
材

準
備

・
装

備
：

：

対
策

の
方

針
対

策
の

具
体

的
内

容
実

施
の

可
否

作
業

内
業

開
始

時
刻

終
了

時
刻

：
：

：

成
功

・
失

敗

約
1
0
分

：
： ：

：
：

：

対
策

放
射

線
源

の
搬

送
：

：

約
1
0
分

遮
へ

い
放

射
線

の
遮

へ
い

可
・

否
２

準
備

対
策

：
：

：
：

成
功

・
失

敗

約
3
0
分

：
：

資
材

準
備

・
装

備

約
1
0
分

：

：
：

：
：

遮
へ

い
物

の
設

置
：

：

：
：

訓
練
シ
ナ
リ
オ
に
係
る
内
容
の
た
め
マ
ス
キ
ン
グ
実
施
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J
A
E
A
情

報
提

供
フ

ロ
ー

令
和
元
年

1
0
月

3
0
日

原
子
力
科

学
研
究

所

19



前
回
訓
練
で
の
情
報
共
有
に
お
け
る
課
題
に
対
す
る
改
善
策
を
踏
ま

え
て
見
直
し
た
ポ
イ
ン
ト

•
情
報
提
供
フ
ロ
ー
（
①

EA
Lに
関
す
る
情
報
、
②
進
展
予
測
と
事
故
・
プ
ラ
ン
ト
の
状
況
、
③
事
故
収
束
対
応
戦
略
、

④
戦
略
の
進
捗
状
況
、
⑤

ER
Cプ
ラ
ン
ト
班
か
ら
の
質
問
へ
の
回
答
、
⑦
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
の
実
施
）

課
題
；

EA
Lの
判
断
時
の
「
発
生
事
象
状
況
確
認
シ
ー
ト
」
及
び
応
急
対
策
の
措
置
に
係
る
「
事
象
進
展
対
策
シ
ー
ト
」

な
ど
の
視
覚
情
報
が
活
用
で
き
ず
に
、
機
構
内
へ
の
情
報
共
有
が
十
分
に
で
き
な
か
っ
た
。

対
策
；
現
地
対
策
本
部
に
情
報
統
括
者
を
中
心
と
し
た
視
覚
情
報
を
活
用
す
る
役
割
を
設
け
、
機
構
内
へ
の
情
報
共
有

を
行
な
う
フ
ロ
ー
と
し
た
。

・
情
報
提
供
フ
ロ
ー
（
⑦
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
の
実
施
）

課
題
；
拠
点
が
実
施
す
る
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
の
音
声
を
実
施
の
都
度

ER
Cへ
提
供
す
る
こ
と
と
し
て
い
た
が
、
即
応

C
⇔

ER
C間
の
重
要
な
や
り
取
り
が
寸
断
さ
れ
る
場
合
が
あ
っ
た
。

対
策
；
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
の
音
声
を
実
施
の
都
度

ER
Cへ
提
供
す
る
方
法
を
改
め
、
他
の
情
報
と
同
様
に
一
度

ER
C

ブ
ー
ス
内
の
情
報
収
集
担
当
が
受
け
て
か
ら
整
理
し
て

ER
C対
応
者
（
発
話
者
）
か
ら
提
供
す
る
フ
ロ
ー
と
し
た
。

•
情
報
提
供
フ
ロ
ー
（
⑩

CO
Pの
流
れ
）

事
象
進
展
対
策
シ
ー
ト
及
び
発
生
事
象
状
況
確
認
シ
ー
ト
の
流
れ
を
明
確
化
す
る
た
め
、
新
た
に
作
成
し
た
。
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情
報

提
供

フ
ロ

ー
（

①
E
A
L
に

関
す

る
情

報
）

【
原

子
力

規
制

庁
】

（
緊
急
時

対
応
セ
ン
タ
ー

）

原
子

力
機

構
内

の
情

報
共

有
ツ

ー
ル

・
機
構

TV
会
議

・
共
有
フ
ォ
ル
ダ

・
原
科
研
書
画
装
置

・
パ
ワ
ー
プ
レ
ゼ
ン
タ
ー

(E
RC
質
問
対
応
状
況
の
確
認
）

・
FA
X

・
内
線
電
話

・
衛
星
電
話
な
ど

必
要
に
応
じ
て
確
認

指
示
、
助
言
を
実
施

現
地
対
策

本
部
長

（
原
子
力

防
災
管
理
者
）

発
災

現
場

指
示
、
報
告

（
内
線
電
話
等
）

・
そ

の
他

関
係
機

関
（

一
斉
同

報
F
A
X
…

F
ネ
ッ

ト
）

【
NS
RR
事
故
現
場
指
揮
所
】

【
機

構
対

策
本

部
】

（
即
応
セ
ン
タ
ー
）

事
故
現
場

統
括

責
任
者

E
R
C
プ
ラ

ン
ト
班

【
現

地
対

策
本

部
】

（
緊
急
時

対
策
所
）

１
．
発
生
事
象
に
係
る

機
構
内
へ
の
情
報
発
信

２
．

E
AL
事
象
に
対
す
る

該
当
の
有
無
の
判
断

連
絡
班

４
．

E
RC
等
へ
の
通
報

通
報
様
式
作
成
、
送
信
指
示

通
報
内
容
の
確
認

５
．

確
認
（
認
定
）
会
議

２
’
E
AL
事
象
に
対
す
る
該
当

の
有
無
の
判
断
補
助

３
．
判
断
結
果
の
周
知

原
科
研

書
画
装
置

保
安
管
理

部
長

（
情
報
統

括
者
）

【
燃
料
試
験
施
設

事
故
現
場
指
揮
所

】

事
故
現
場

統
括

責
任
者

発
災

現
場

指
示
、
報
告

（
内
線
電
話
等
）

・
E
R
C
及

び
機

構
対

策
本

部
（

個
別

F
A
X
)

１
’
発
生
事
象
に
係
る

機
構
内
へ
の
情
報
発
信
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情
報

提
供
フ
ロ

ー
（

①
E
A
L
に

関
す

る
情

報
）

実
施

内
容

１
．

発
生

事
象

に
係

る
機

構
内

へ
の

情
報

発
信

１
‘
発

生
事

象
に

係
る

機
構

内
へ

の
情

報
発

信

２
．

E
A

L
事

象
へ

の
該

当
の

有
無

の
判

断
２

‘
E
A

L
事

象
へ

の
該

当
の

有
無

の
判

断
補

助

３
．

判
断

結
果

の
周

知
４

．
E
R

C
等

へ
の

通
報

５
．

確
認

（
認

定
）会

議

実
施

者

N
S
R

R
事

故
現

場
指

揮
所

燃
料

試
験

施
設

事
故

現
場

指
揮

所
現

地
対

策
本

部
現

地
対

策
本

部
現

地
対

策
本

部
現

地
対

策
本

部
機

構
対

策
本

部

事
故

現
場

統
括

責
任

者
事

故
現

場
統

括
責

任
者

現
地

対
策

本
部

長
（
原

子
力

防
災

管
理

者
）

保
安

管
理

部
長

（
情

報
統

括
者

）
現

地
対

策
本

部
長

（
原

子
力

防
災

管
理

者
）

連
絡

班
機

構
対

策
本

部
副

本
部

長

時
期

事
象

確
認

後
、

直
ち

に
事

象
確

認
後

、
直

ち
に

判
断

に
必

要
な

情
報

を
入

手
後

、
直

ち
に

随
時

判
断

後
、

直
ち

に
E
A

L
事

象
判

断
後

、
1
5分

以
内

会
議

開
催

の
都

度

方
法

・
機

構
T
V

会
議

・
共

有
フ

ォ
ル

ダ
・
F
A

X
（
視

覚
情

報
の

共
有

）

・
機

構
T
V

会
議

・
共

有
フ

ォ
ル

ダ
・
F
A

X
（
視

覚
情

報
の

共
有

）

・
機

構
T
V

会
議

・
共

有
フ

ォ
ル

ダ
・
F
A

X
・
原

科
研

書
画

装
置

（
視

覚
情

報
の

共
有

）

・
機

構
T
V

会
議

・
共

有
フ

ォ
ル

ダ
・
F
A

X
・
原

科
研

書
画

装
置

（
視

覚
情

報
の

共
有

）

・
機

構
T
V

会
議

・
共

有
フ

ォ
ル

ダ
・
F
A

X
・
原

科
研

書
画

装
置

（
視

覚
情

報
の

共
有

）

通
報

様
式

を
作

成
し

F
A

X
に

よ
る

送
信

統
合

防
災

N
W

・
T
V

会
議

・
書

画
装

置
等

主
な

資
料

・
N

S
R

R
通

報
様

式
・
N

S
R

R
発

生
事

象
状

況
確

認
シ

ー
ト

・
N

S
R

R
概

略
系

統
図

・
燃

料
試

験
施

設
通

報
様

式
・
燃

料
試

験
施

設
発

生
事

象
状

況
確

認
シ

ー
ト

・
燃

料
試

験
施

設
概

略
系

. 
統

図

・
N

S
R

R
通

報
様

式
・
燃

料
試

験
移

設
通

報
様

式
・
N

S
R

R
発

生
事

象
状

況
確

認
・
シ

ー
ト

・
燃

料
試

験
施

設
発

生
事

象
状

況
確

認
・
シ

ー
ト

・
N

S
R

R
概

略
系

統
図

・
燃

料
試

験
施

設
概

略
系

統
図

・
N

S
R

R
通

報
様

式
・
燃

料
試

験
移

設
通

報
様

式
・
N

S
R

R
発

生
事

象
状

況
確

認
・
シ

ー
ト

・
燃

料
試

験
施

設
発

生
事

象
状

況
確

認
・
シ

ー
ト

・
N

S
R

R
概

略
系

統
図

・
燃

料
試

験
施

設
概

略
系

統
図

・
N

S
R

R
通

報
様

式
・
燃

料
試

験
移

設
通

報
様

式
・
N

S
R

R
発

生
事

象
状

況
確

認
・
シ

ー
ト

・
燃

料
試

験
施

設
発

生
事

象
状

況
確

認
・
シ

ー
ト

・
N

S
R

R
概

略
系

統
図

・
燃

料
試

験
施

設
概

略
系

統
図

・
N

S
R

R
通

報
様

式
・
燃

料
試

験
移

設
通

報
様

式
・
N

S
R

R
発

生
事

象
状

況
確

認
・
シ

ー
ト

・
燃

料
試

験
施

設
発

生
事

象
状

況
確

認
・
シ

ー
ト

・
N

S
R

R
概

略
系

統
図

・
燃

料
試

験
施

設
概

略
系

統
図

・
N

S
R

R
通

報
様

式
・
燃

料
試

験
移

設
通

報
様

式
・
N

S
R

R
発

生
事

象
状

況
確

認
・
シ

ー
ト

・
燃

料
試

験
施

設
発

生
事

象
状

況
確

認
シ

ー
ト

・
N

S
R

R
概

略
系

統
図

・
燃

料
試

験
施

設
概

略
系

統
図

備
考

E
A

L
判

断
に

お
け

る
現

地
対

策
本

部
長

の
サ

ポ
ー

ト
を

実
施

す
る

送
信

前
に

現
地

対
策

本
部

内
で

内
容

を
確

認
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【
原

子
力

規
制

庁
】

（
緊
急
時

対
応
セ
ン
タ
ー

）

原
子

力
機

構
内

の
情

報
共

有
ツ

ー
ル

・
機
構

TV
会
議

・
共
有
フ
ォ
ル
ダ

・
原
科
研
書
画
装
置

・
パ
ワ
ー
プ
レ
ゼ
ン
タ
ー

(E
RC
質
問
対
応
状
況
の
確
認
）

・
FA
X

・
内
線
電
話

・
衛
星
電
話
な
ど

情
報
提
供

【
機

構
対

策
本

部
】

（
即
応
セ

ン
タ
ー
）

統
合

原
子

力
防

災
Ｎ
Ｗ

シ
ス

テ
ム

に
よ

る
情

報
共

有
・
TV

会
議
シ
ス
テ
ム

・
IP

-
電

話
・

IP
-F

AX
・
書
画
装
置
な
ど

機
構
対
策

本
部
長

（
理
事
長

等
）

E
R
C
対
応
ブ
ー
ス

【
機

構
内

関
係
個

所
】

●
支
援
本
部

●
原
子
力
緊
急
事
態
支
援
組
織

●
災
害
対
策
支
援
拠
点
等

発
災

現
場

指
示
、
報
告

（
内
線
電
話
等
）

【
燃
料
試
験
施
設

事
故
現
場
指
揮
所
】

支
援
班 ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

【
機

構
対

策
本

部
】

（
即
応
セ
ン
タ
ー
）

事
故
現
場

統
括
責
任
者

E
R
C
プ
ラ

ン
ト
班

コ
マ
ン
ド
ル
ー
ム

【
現

地
対

策
本

部
】

（
緊
急
時

対
策
所
）

情
報

提
供

フ
ロ

ー
（

②
事

故
・

プ
ラ

ン
ト

の
状

況
、

③
進

展
予

測
と

事
故

収
束

対
応

戦
略

、
④

戦
略

の
進

捗
状

況
）

１
．
機
構
内
へ
の
情
報
発
信

１
．
機
構
内
へ
の
情
報
発
信

３
．

E
RC
へ
の

情
報
提
供

E
RC
対
応
ブ
ー
ス
内
の
情
報
共
有
は
、

情
報
フ
ロ
ー
⑥
に
準
じ
る

C

2．
情
報
の
確
認

2．
情
報
の
確
認

E
R
C
対
応

者
（
発
話
者
）

危
機
管
理

課
長
（
視
覚
情
報
活
用

担
当
者
）

・
視
覚
情
報
を
共
有
フ
ォ
ル
ダ
、

書
画
装
置

で
機
構
対
策
本
部
と
共
有

放
射
線
管
理
部
セ
ン
タ
ー

・
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
デ
ー
タ
の

定
時
報
告

機
構

TV
会
議

共
有
フ
ォ
ル
ダ

原
科
研
書
画
装
置

F
AX

放
射
線
管

理
部
長

現
地
対
策

本
部
長

（
原
子
力

防
災
管
理
者
） １
．
機
構
内
へ
の
情
報
発
信

保
安
管
理

部
長

（
情
報
統

括
者
）

事
故
現
場

統
括
責
任
者

【
NS
RR
事
故
現
場
指
揮
所
】

指
示
、
報
告

（
内
線
電
話
等
）

発
災

現
場
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実
施

内
容

１
．

発
生

事
象

及
び

そ
の

対
応

に
係

る
機

構
内

へ
の

情
報

発
信

２
．

情
報

の
確

認

３
．

E
R

C
へ

の
情

報
提

供
N

S
R

R
に

関
す

る
情

報
燃

料
試

験
施

設
に

関
す

る
情

報
研

究
所

に
関

す
る

情
報

後
方

支
援

拠
点

等
に

関
す

る
情

報
発

災
施

設
、

研
究

所
に

関
す

る
情

報
後

方
支

援
拠

点
等

に
関

す
る

情
報

実
施

者

N
S
R

R
事

故
現

場
指

揮
所

燃
料

試
験

施
設

事
故

現
場

指
揮

所
現

地
対

策
本

部
機

構
対

策
本

部
現

地
対

策
本

部
機

構
対

策
本

部
機

構
対

策
本

部

事
故

現
場

統
括

責
任

者
事

故
現

場
統

括
責

任
者

保
安

管
理

部
長

（
情

報
統

括
者

）
支

援
班

長
現

地
対

策
本

部
長

（
原

子
力

防
災

管
理

者
）

機
構

対
策

本
部

長
E
R

C
対

応
ブ

ー
ス

E
R

C
対

応
者

時
期

事
象

確
認

後
、

速
や

か
に

事
象

確
認

後
、

速
や

か
に

情
報

を
入

手
後

、
速

や
か

に
情

報
を

入
手

後
、

速
や

か
に

情
報

を
入

手
後

、
速

や
か

に
情

報
を

入
手

後
、

速
や

か
に

情
報

を
入

手
後

、
速

や
か

に

方
法

・
機

構
T
V

会
議

・
共

有
フ

ォ
ル

ダ
・
F
A

X

・
機

構
T
V

会
議

・
共

有
フ

ォ
ル

ダ
・
F
A

X

・
機

構
T
V

会
議

・
共

有
フ

ォ
ル

ダ
・
F
A

X
・
原

科
研

書
画

装
置

（
視

覚
情

報
の

共
有

）

・
機

構
T
V

会
議

・
機

構
T
V

会
議

・
共

有
フ

ォ
ル

ダ
・
F
A

X
・
原

科
研

書
画

装
置

（
視

覚
情

報
の

共
有

）

・
機

構
T
V

会
議

統
合

防
災

N
W

・
T
V

会
議

・
書

画
装

置
等

主 な 資 料

事
故

・
プ

ラ
ン

ト
の

状
況

・
通

報
様

式
（
7
-
1
）

・
発

生
事

象
状

況
確

認
シ

ー
ト

・
事

象
進

展
対

シ
ー

ト
・
N

S
R

R
プ

ラ
ン

ト
デ

ー
タ

・
N

S
R

R
概

略
系

統
図

・
放

管
デ

ー
タ

・
通

報
様

式
（
7
-
1
）

・
発

生
事

象
状

況
確

認
シ

ー
ト

・
事

象
進

展
対

シ
ー

ト
・
燃

料
試

験
施

設
プ

ラ
ン

デ
ー

タ
・
燃

料
試

験
施

設
概

略
系

統
図

・
放

管
デ

ー
タ

・
通

報
様

式
（
7
-
1
）

・
発

生
事

象
状

況
確

認
シ

ー
ト

・
事

象
進

展
対

策
シ

ー
ト

・
プ

ラ
ン

ト
デ

ー
タ

・
概

略
系

統
図

・
放

管
デ

ー
タ

・
資

機
材

リ
ス

ト
及

び
派

遣
要

員
リ

ス
ト

等

・
通

報
様

式
（
7
-
1
）

・
発

生
事

象
状

況
確

認
シ

ー
ト

・
事

象
進

展
対

策
シ

ー
ト

・
プ

ラ
ン

ト
デ

ー
タ

・
概

略
系

統
図

・
放

管
デ

ー
タ

・
資

機
材

リ
ス

ト
及

び
派

遣
要

員
リ

ス
ト

等

・
通

報
様

式
（
7
-
1
）

・
発

生
事

象
状

況
確

認
シ

ー
ト

・
事

象
進

展
対

策
シ

ー
ト

・
プ

ラ
ン

ト
デ

ー
タ

・
概

略
系

統
図

・
放

管
デ

ー
タ

事
故

収
束

対
応

戦
略

戦
略

の
進

捗
状

況

備
考

視
覚

情
報

は
F
A

X
又

は
共

有
フ

ォ
ル

ダ
で

現
地

対
策

本
部

へ
送

付

視
覚

情
報

は
F
A

X
又

は
共

有
フ

ォ
ル

ダ
で

現
地

対
策

本
部

へ
送

付

視
覚

情
報

は
共

有
フ

ォ
ル

ダ
で

即
応

セ
ン

タ
ー

と
共

有

情
報

の
了

承
を

行
う

疑
義

が
あ

れ
ば

再
確

認
を

促
す

②
事

故
・

プ
ラ

ン
ト

の
状

況
、

③
進

展
予

測
と

事
故

収
束

対
応

戦
略

、
④

戦
略

の
進

捗
状

況

※
 C

O
P

の
流

れ
に

つ
い

て
は

情
報

提
供

フ
ロ

ー
⑩

を
参

照
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【
原

子
力

規
制

庁
】

（
緊
急
時

対
応
セ
ン
タ
ー

）

原
子

力
機

構
内

の
情

報
共

有

・
機
構

TV
会
議

・
原
科
研
書
画
装
置

・
パ
ワ
ー
プ
レ
ゼ
ン
タ
ー

(E
RC

質
問
対
応
状
況
の
確
認
）

・
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

回
答

【
機

構
対

策
本

部
】

（
即
応
セ

ン
タ
ー
）

統
合

原
子

力
防

災
Ｎ

Ｗ
シ

ス
テ

ム
に

よ
る

情
報

共
有

・
TV

会
議
シ
ス
テ
ム

・
IP
-
電

話
・

IP
-F

AX
・
書
画
装
置
な
ど

拠
点
へ
の
確
認
指
示

E
R
C
対
応
ブ
ー
ス

※
全

体
で

共
有

す
べ

き
重

要
案

件
に

つ
い

て
は

機
構

T
V
会

議
上

で
確

認
・

共
有

す
る

。
通

常
案

件
に

つ
い

て
は

ホ
ッ

ト
ラ

イ
ン

で
個

別
に

確
認

す
る

。

情
報
集
約
担
当

●
通
常
案
件

・
ﾎ
ｯ
ﾄ
ﾗ
ｲ
ﾝ
に
よ
る
確
認

保
安
管
理

部
長

（
情
報
統

括
者
）

情
報
班

情
報
班
長

【
NS
RR
事
故
現
場
指
揮
所
】

【
燃
料
試
験
施
設
事
故

現
場
指
揮
所

】

【
機

構
対

策
本

部
】

（
即
応
セ
ン
タ
ー
）

E
R
C
プ
ラ

ン
ト
班

情
報

提
供

フ
ロ

ー
（

⑤
Ｅ
Ｒ

Ｃ
プ

ラ
ン
ト

班
か

ら
の
質

問
へ

の
回

答
）

統
括
者

１
．
質
問
内
容
の
把
握

５
．
回
答
内
容
の
検
討

２
．
コ
マ
ン
ド
ル
ー
ム
と
の
情
報
共
有

E
R
C
対
応

者
（
発
話
者
） 情
報
集
約
担
当

●
重
要
案
件

・
コ
マ
ン
ド
ル
ー
ム
と
の
情
報
共

有

情
報
の
流
れ
は
情
報
フ
ロ
ー
⑥
に

準
じ
る

６
．

E
RC
へ
の

回
答

３
．
拠
点
へ
の
確
認

３
’
拠
点
へ
の
確
認

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

機
構

T
V
会
議

総
括
班
長

【
現

地
対

策
本

部
】

（
緊
急
時

対
策
所
）

Q
&
A
管
理
者

・
E
R
C
か
ら
の
質
問
整
理

・
回

答
整
理

・
Q
&
A
管
理
表
の
作
成

７
．
質
問
及
び
回
答
の
整
理

４
’

質
問
に
対
す
る
回
答

４
．
質
問
に
対
す
る
回
答

事
故
現
場

統
括

責
任
者

総
括
班
長

Q
＆
A
管
理

班

総
括
班
長

副
本
部
長

（
副
原
子

力
防
災
管
理
者
）

内
容
の
確
認

情
報
の
収
集
依
頼
・
回
答

情
報
提
供
依
頼
・
回
答
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実
施

内
容

１
．

質
問

内
容

の
把

握
（
重

要
案

件
と

通
常

案
件

へ
の

分
類

）

２
．

コ
マ

ン
ド

ル
ー

ム
と

の
情

報
共

有
３

．
拠

点
へ

の
確

認
３
’

拠
点

へ
の

確
認

４
．

質
問

に
対

す
る

回
答

４
’

質
問

に
対

す
る

回
答

５
．

回
答

内
容

の
検

討
６

．
E
R

C
へ

の
回

答
７

．
質

問
及

び
回

答
の

整
理

実
施

者

機
構

対
策

本
部

機
構

対
策

本
部

機
構

対
策

本
部

機
構

対
策

本
部

現
地

対
策

本
部

現
地

対
策

本
部

事
故

現
場

指
揮

所
機

構
対

策
本

部
機

構
対

策
本

部

E
R

C
対

応
ブ

ー
ス

統
括

者
E
R

C
対

応
ブ

ー
ス

情
報

集
約

担
当

情
報

班
長

E
R

C
対

応
ブ

ー
ス

情
報

集
約

担
当

保
安

管
理

部
長

（
情

報
統

括
者

）
情

報
班

Q
A

管
理

担
当

事
故

現
場

統
括

責
任

者
E
R

C
対

応
ブ

ー
ス

E
R

C
対

応
者

E
R

C
対

応
ブ

ー
ス

Ｑ
＆

Ａ
管

理
者

時
期

質
問

を
入

手
後

、
速

や
か

に
質

問
を

入
手

後
、

速
や

か
に

質
問

を
入

手
後

、
速

や
か

に
質

問
を

入
手

後
、

速
や

か
に

速
や

か
に

速
や

か
に

質
問

を
入

手
後

、
速

や
か

に
速

や
か

に
質

問
入

手
又

は
回

答
の

都
度

方
法

・
パ

ワ
ー

プ
レ

ゼ
ン

タ
ー

・
機

構
T
V

会
議

・
共

有
フ

ォ
ル

ダ
・
画

像
配

信
シ

ス
テ

ム
（
視

覚
情

報
の

共
有

）

―

・
機

構
T
V

会
議

・
パ

ワ
ー

プ
レ

ゼ
ン

タ
ー

(E
R

C
質

問
対

応
状

況
の

確
認

）

・
ホ

ッ
ト

ラ
イ

ン
・
パ

ワ
ー

プ
レ

ゼ
ン

タ
ー

(E
R

C
質

問
対

応
状

況
の

確
認

）

・
機

構
T
V

会
議

・
原

科
研

書
画

装
置

（
視

覚
情

報
の

共
有

）

・
ホ

ッ
ト

ラ
イ

ン
・
共

有
フ

ォ
ル

ダ
・
機

構
T
V

会
議

・
ホ

ッ
ト

ラ
イ

ン
・
統

合
防

災
N

W
シ

ス
テ

ム
・
T
V

会
議

・
書

画
装

置
等

・
E
R

C
ブ

ー
ス

内
で

の
画

面
表

示
・
共

有
フ

ォ
ル

ダ
、

・
パ

ワ
ー

プ
レ

ゼ
ン

タ
ー

（
画

面
共

有
機

能
）
等

主
な

資
料

―
―

―
―

―
―

―
―

・
Ｑ

＆
Ａ

管
理

表

備
考

E
R

C
対

応
者

（
現

地
対

策
本

部
を

含
む

）
は

可
能

な
範

囲
で

即
答 即

答
で

き
な

い
場

合
は

「
３

．
拠

点
へ

の
確

認
」
へ

可
能

な
範

囲
で

即
答

即
答

で
き

な
い

場
合

は
「
５

．
回

答
内

容
の

検
討

」
へ

可
能

な
範

囲
で

即
答

即
答

で
き

な
い

場
合

は
「
５

．
回

答
内

容
の

検
討

」
へ

Ｑ
＆

Ａ
管

理
表

を
現

地
対

策
本

部
と

共
有

す
る

⑤
Ｅ

Ｒ
Ｃ

プ
ラ

ン
ト

班
か

ら
の

質
問

へ
の

回
答
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【
原

子
力

規
制

庁
】

（
緊
急
時

対
応
セ
ン
タ
ー

）

情
報
提
供

E
R
C
対
応

者
（
発
話
者
）

【
機

構
対

策
本

部
】

（
即
応
セ

ン
タ
ー
）

統
合

原
子

力
防

災
Ｎ
Ｗ

シ
ス

テ
ム

に
よ

る
情

報
共

有
・
TV

会
議
シ
ス
テ
ム

・
IP

-
電

話
・

IP
-F

AX
・
書
画
装
置
な
ど

指
示

指
示

情
報

情
報
整
理
担
当

情
報

E
R
C
対
応
ブ
ー
ス

E
R
C
プ
ラ

ン
ト
班 情
報

提
供

フ
ロ

ー
（

⑥
即
応

セ
ン

タ
ー

E
R
C
対
応
ブ

ー
ス

内
の

情
報

共
有

）

統
括
者

4．
ER
Cへ

の
情
報
提
供

3
.発

話
内
容
の
整
理

実
施

内
容

E
R

C
対

応
ブ

ー
ス

の
全

体
統

括
1
.情

報
の

入
手

２
.発

話
内

容
の

整
理

３
.発

話
内

容
の

整
理

４
．

E
R

C
へ

の
情

報
提

供

実
施

者

機
構

対
策

本
部

機
構

対
策

本
部

機
構

対
策

本
部

機
構

対
策

本
部

機
構

対
策

本
部

E
R

C
対

応
ブ

ー
ス

統
括

者
E
R

C
対

応
ブ

ー
ス

情
報

集
約

担
当

E
R

C
対

応
ブ

ー
ス

情
報

整
理

担
当

E
R

C
対

応
ブ

ー
ス

情
報

整
理

担
当

E
R

C
対

応
ブ

ー
ス

E
R

C
対

応
者

時
期

適
宜

常
時

情
報

を
入

手
後

、
速

や
か

に
情

報
を

入
手

後
、

速
や

か
に

情
報

を
入

手
後

、
速

や
か

に

方
法

―

・
機

構
T
V

会
議

・
ホ

ッ
ト

ラ
イ

ン
・
Ｆ

Ａ
Ｘ

・
共

有
フ

ォ
ル

ダ
・
書

画
装

置

手
渡

し
手

渡
し

統
合

防
災

N
W

シ
ス

テ
ム

・
T
V

会
議

シ
ス

テ
ム

・
書

画
装

置
等

主
な

資
料

―

・
通

報
様

式
（
7
-
1
）

・
発

生
事

象
状

況
確

認
シ

ー
ト

・
事

象
進

展
対

策
シ

ー
ト

・
プ

ラ
ン

ト
デ

ー
タ

・
概

略
系

統
図

・
放

管
デ

ー
タ

・
通

報
様

式
（
7
-
1
）

・
発

生
事

象
状

況
確

認
シ

ー
ト

・
事

象
進

展
対

策
シ

ー
ト

・
プ

ラ
ン

ト
デ

ー
タ

・
概

略
系

統
図

・
放

管
デ

ー
タ

・
通

報
様

式
（
7
-
1
）

・
発

生
事

象
状

況
確

認
シ

ー
ト

・
事

象
進

展
対

策
シ

ー
ト

・
プ

ラ
ン

ト
デ

ー
タ

・
概

略
系

統
図

・
放

管
デ

ー
タ

・
通

報
様

式
（
7
-
1
）

・
発

生
事

象
状

況
確

認
シ

ー
ト

・
事

象
進

展
対

策
シ

ー
ト

・
プ

ラ
ン

ト
デ

ー
タ

・
概

略
系

統
図

・
放

管
デ

ー
タ

備
考

発
話

す
べ

き
情

報
の

指
示

、
入

手
す

べ
き

情
報

の
指

示
を

行
う

情
報

は
口

頭
（
声

に
出

し
て

）
で

も
伝

達
す

る
情

報
を

「
発

生
事

象
」
か

「
補

足
情

報
」
に

整
理

し
纏

め
る

発
話

者
が

E
R

C
へ

提
供

す
る

情
報

の
整

理
を

実
施

す
る

情
報
集
約
担
当
（

2
～

3
名
）

・
機
構

T
V
会
議
情
報

入
手
（
ﾍ
ｯ
ﾄ
ﾞ
ﾎ
ﾝ
）

・
ﾎ
ｯ
ﾄ
ﾗ
ｲ
ﾝ
情
報
の
整
理

・
説
明
用
視
覚
情
報
準
備

1
.情

報
の
入
手

・
機
構

T
V
会
議
発
話
内
容

・
ﾎ
ｯ
ﾄ
ﾗ
ｲ
ﾝ
情
報
提
供

・
原
科
研

書
画

装
置

・
F
A
X

・
共
有
フ
ォ
ル
ダ

等
に
よ
る
視
覚
情
報

情
報
集
約
担
当
（
情
報
の
区
分
）

・
発
生
事
象

・
補
足
情
報
（
環
境
モ
ニ
タ
デ
ー

タ
等
）

2
.情

報
の
整
理

情
報
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【
原

子
力

規
制

庁
】

（
緊
急
時

対
応
セ
ン
タ
ー

）

原
子

力
機

構
内

の
情
報

共
有

・
機
構

TV
会
議

情
報
提
供

【
機

構
対

策
本

部
】

（
即
応
セ

ン
タ
ー
）

統
合

原
子

力
防

災
Ｎ

Ｗ
シ

ス
テ

ム
に

よ
る

情
報

共
有

・
TV
会
議
シ
ス
テ
ム

E
R
C
対
応
ブ
ー
ス

【
事
故
現
場
指
揮
所

】

事
故
現
場

統
括
責
任
者

E
R
C
プ
ラ

ン
ト
班

【
現

地
対

策
本

部
】

（
緊
急
時

対
策
所
）

情
報

提
供
フ
ロ

ー
（

⑦
ブ
リ

ー
フ

ィ
ン
グ

の
実

施
）

補
足
情
報
の
提
供

１
．
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
の
実
施
連
絡

２
．
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
の
実
施

実
施

内
容

１
．

ブ
リ

ー
フ

ィ
ン

グ
の

実
施

連
絡

２
．

ブ
リ

ー
フ

ィ
ン

グ
の

実
施

（
補
足
情
報
の
提
供
）

３
．

ブ
リ

ー
フ

ィ
ン

グ
内

容
の

提
供

実
施

者

現
地

対
策

本
部

現
地

対
策

本
部

N
S
R

R
事

故
現

場
指

揮
所

燃
料

試
験

施
設

事
故

現
場

指
揮

所
機

構
対

策
本

部

保
安

管
理

部
長

（
情

報
統

括
者

）
危

機
管

理
課

長
（
視

覚
情

報
活

用
担

当
者

）
事

故
現

場
統

括
責

任
者

E
R

C
対

応
ブ

ー
ス

E
R

C
対

応
者

時
期

情
報

が
あ

る
程

度
ま

と
ま

っ
た

タ
イ

ミ
ン

グ
情

報
が

あ
る

程
度

ま
と

ま
っ

た
タ

イ
ミ

ン
グ

必
要

の
都

度
情

報
を

入
手

後
、

速
や

か
に

方
法

・
機

構
T
V

会
議

に
よ

る
発

話
・
機

構
T
V

会
議

に
よ

る
発

話
・
原

科
研

書
画

装
置

に
よ

る
視

覚
情

報
・
機

構
T
V

会
議

に
よ

る
発

話
・
原

科
研

書
画

装
置

に
よ

る
視

覚
情

報

統
合

防
災

N
W

シ
ス

テ
ム

・
T
V

会
議

シ
ス

テ
ム

・
書

画
装

置
等

主
な

資
料

－
・
事

象
進

展
対

策
シ

ー
ト

・
発

生
事

象
状

況
確

認
シ

ー
ト

・
事

象
進

展
対

策
シ

ー
ト

・
発

生
事

象
状

況
確

認
シ

ー
ト

・
事

象
進

展
対

策
シ

ー
ト

・
発

生
事

象
状

況
確

認
シ

ー
ト

備
考

ブ
リ

ー
フ

ィ
ン

グ
開

始
す

る
旨

、
事

前
に

周
知

を
行

う

「
開

始
」
、

「
終

了
」
の

宣
言

を
行

う
。

こ
れ

ま
で

の
情

報
を

整
理

し
、

事
象

の
状

況
、

進
展

、
対

策
に

つ
い

て
情

報
共

有
を

行
う

。

事
象

の
進

展
予

測
、

応
急

措
置

等
に

つ
い

て
発

話
す

る
。

保
安
管
理

部
長

（
情
報
統

括
者
）

３
．
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
内
容
の
提
供

E
R
C
対
応

者
（
発
話
者
）

危
機
管
理

課
長

（
視
覚
情

報
活
用
担
当
者
）

E
RC
対
応
ブ
ー
ス
内
の
情
報
共
有
は
、

情
報
フ
ロ
ー
⑥
に
準
じ
る
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【
原

子
力

規
制

庁
】

（
緊
急
時

対
応
セ
ン
タ
ー

）

リ
エ
ゾ
ン

E
R
C
対
応

者
（
発
話
者
）

【
機

構
対

策
本

部
】

（
即
応
セ

ン
タ
ー
）

ク
ロ
ノ
ロ
、

追
加
資
料
等

（
E
-
m
a
i
l
 
）

情
報
整
理
担
当

情
報

E
R
C
対
応
ブ
ー
ス

E
R
C
へ
の

説
明
に
対
す
る
助
言

情
報
班
（
Ｐ
Ｃ
担
当
）

【
機

構
対

策
本

部
】

（
即
応
セ
ン
タ
ー
）

E
R
C
プ
ラ

ン
ト
班

情
報

提
供
フ
ロ

ー
（

⑧
リ
エ

ゾ
ン

と
の
情

報
共

有
）

統
括
者

3
.E
RC
へ
の

情
報
提
供
内
容
の
指
示

1．
ER
C対

応
ブ
ー
ス
へ
の
説
明
の
助
言

情
報
提
供

情
報
の
報
告

4
.発

話
内
容
の
整
理

5
.E
RC
へ
の

情
報
提
供

指
示

統
合

原
子

力
防

災
Ｎ

Ｗ
シ

ス
テ

ム
に

よ
る

情
報

共
有

・
TV
会
議
シ
ス
テ
ム

・
IP
-
電

話
・

IP
-F

AX
・
書
画
装
置
な
ど

実
施

内
容

情
報

の
報

告
1
.E

R
C

対
応

ブ
ー

ス
へ

の
説

明
の

助
言

2
.リ

エ
ゾ

ン
か

ら
の

連
絡

窓
口

3
.E

R
C

へ
の

情
報

提
供

内
容

の
指

示
4
.発

話
内

容
の

整
理

5
.E

R
C

へ
の

情
報

提
供

実
施

者

機
構

対
策

本
部

E
R

C
機

構
対

策
本

部
機

構
対

策
本

部
機

構
対

策
本

部
機

構
対

策
本

部

情
報

班
Ｐ

Ｃ
担

当
リ

エ
ゾ

ン
E
R

C
対

応
ブ

ー
ス

情
報

集
約

担
当

E
R

C
対

応
ブ

ー
ス

統
括

者
E
R

C
対

応
ブ

ー
ス

情
報

整
理

担
当

E
R

C
対

応
ブ

ー
ス

E
R

C
対

応
者

時
期

必
要

の
都

度
必

要
の

都
度

情
報

入
手

後
、

速
や

か
に

情
報

入
手

後
、

速
や

か
に

情
報

入
手

後
、

速
や

か
に

情
報

入
手

後
、

速
や

か
に

方
法

Ｅ
メ

ー
ル

電
話

―
―

―

統
合

防
災

N
W

シ
ス

テ
ム

・
T
V

会
議

シ
ス

テ
ム

・
書

画
装

置
等

主
な

資
料

・
時

系
列

・
F
ネ

ッ
ト

発
信

情
報

・
原

科
研

書
画

装
置

に
よ

り
共

有
し

た
視

覚
情

報

－
―

―
―

―

備
考

E
R

C
で

求
め

れ
て

い
る

情
報

を
提

供
す

る
よ

う
促

す
リ

エ
ゾ

ン
か

ら
の

情
報

を
統

括
者

に
報

告
す

る

新
た

に
情

報
を

入
手

す
る

場
合

は
、

情
報

提
供

フ
ロ

ー
（
⑤

）
に

準
じ

て
拠

点
へ

の
確

認
指

示
を

実
施

連
絡

2
.リ

エ
ゾ
ン
か
ら
の
連
絡
窓
口

情
報
集
約
担
当

・
リ
エ
ゾ
ン
連
絡
対
応
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【
原

子
力

規
制

庁
】

（
緊
急
時

対
応
セ
ン
タ
ー

）

E
R
C
対
応

者
（
発
話
者
）統
合

原
子

力
防

災
Ｎ

Ｗ
シ

ス
テ

ム
に

よ
る

情
報

共
有

・
TV
会
議
シ
ス
テ
ム

・
IP

-
電

話
・

IP
-F

AX
・
書
画
装
置
な
ど

原
科
研

E
R
C
対
応
者

（
発
話
者
）

【
現

地
対

策
本

部
】

指
示

説
明
実
施

時
系
列
、
視
覚
情
報

で
情
報
提
供

E
R
C
プ
ラ

ン
ト
班

E
R
C
対
応

ブ
ー
ス

【
現

地
対

策
本

部
】

緊
急
時

対
策
所

情
報

提
供

フ
ロ

ー
（

⑨
機
構

対
策

本
部

E
R
C
対
応
者

が
説

明
答

困
難

な
場

合
の
対
応

）

1．
補
足
説
明
の
指
示

２
．

E
RC
へ
回
答

【
機

構
対

策
本

部
】

（
即
応
セ

ン
タ
ー
）

E
R
C
対
応
ブ
ー
ス

実
施

内
容

E
R

C
対

応
者

の
情

報
入

手
１

．
補

足
説

明
の

指
示

２
．

E
R

C
へ

回
答

実
施

者

現
地

対
策

本
部

機
構

対
策

本
部

現
地

対
策

本
部

原
科

研
E
R

C
対

応
ブ

ー
ス

原
科

研
E
R

C
ブ

ー
ス

補
助

者
庶

務
班

、
Q

＆
A

管
理

班

E
R

C
対

応
ブ

ー
ス

E
R

C
対

応
者

原
科

研
E
R

C
対

応
ブ

ー
ス

原
科

研
E
R

C
対

応
者

（
発

話
者

）

時
期

常
時

必
要

の
都

度
速

や
か

に

方
法

・
時

系
列

・
視

覚
情

報
・
機

構
T
V

会
議

統
合

防
災

N
W

シ
ス

テ
ム

・
T
V

会
議

シ
ス

テ
ム

・
書

画
装

置
等

統
合

防
災

N
W

シ
ス

テ
ム

・
T
V

会
議

シ
ス

テ
ム

・
書

画
装

置
等

主
な

資
料

・
通

報
様

式
（
7
-
1
）

・
発

生
事

象
状

況
確

認
シ

ー
ト

・
事

象
進

展
対

策
シ

ー
ト

・
N

S
R

R
プ

ラ
ン

ト
デ

ー
タ

・
N

S
R

R
概

略
系

統
図

・
燃

料
試

験
施

設
概

略
系

統
図

・
放

管
デ

ー
タ

―
―

備
考

E
RC
対
応
者
の
情
報
入
手

庶
務
班

原
科
研

E
R
C
ブ
ー
ス

補
助
者

Q
＆

A
管
理
班
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【
原

子
力

規
制

庁
】

（
緊
急
時

対
応
セ
ン
タ
ー

）

情
報
提
供

【
機

構
対

策
本

部
】

（
即
応
セ

ン
タ
ー
）

統
合

原
子

力
防

災
Ｎ

Ｗ
シ

ス
テ

ム
に

よ
る

情
報

共
有

・
TV

会
議
シ
ス
テ
ム

・
IP

-
電

話
・

IP
-F

AX
・
書
画
装
置
な
ど

E
R
C
対
応
ブ
ー
ス

情
報
共
有

E
R
C
プ
ラ

ン
ト
班

【
現

地
対

策
本

部
】

（
緊
急
時

対
策
所
）

情
報
提

供
フ
ロ

ー
（

⑩
C
O
P
の

流
れ

）２
．

C
OP
の
情
報
発
信

４
．

E
RC
へ
の

情
報
提
供

E
RC
対
応
ブ
ー
ス
内
の
情
報
共
有
は
、

情
報
フ
ロ
ー
⑥
に
準
じ
る

C
E
R
C
対
応

者
（
発
話
者
）

原
子

力
機

構
内

の
情
報

共
有

ツ
ー

ル
・
機
構

TV
会
議
・
共
有
フ
ォ
ル
ダ

・
原
科
研
書
画
装
置
・

FA
X

保
安
管
理

部
長

（
情
報
統

括
者
）

３
．
情
報
の
確
認

事
故
現
場
説
明
要
員

実
施

内
容

１
．

情
報

提
供

２
．

C
O

P
の

情
報

発
信

３
．

情
報

の
確

認
４

．
E
R

C
へ

の
情

報
提

供

実
施

者

事
故

現
場

指
揮

所
現

地
対

策
本

部
現

地
対

策
本

部
機

構
対

策
本

部

担
当

者
事

故
現

場
説

明
要

員
保

安
管

理
部

長
（
情

報
統

括
者

）

E
R

C
対

応
ブ

ー
ス

E
R

C
対

応
者

時
期

情
報

を
入

手
後

、
速

や
か

に
情

報
を

入
手

後
、

速
や

か
に

情
報

を
入

手
後

、
速

や
か

に
情

報
を

入
手

後
、

速
や

か
に

方
法

・
内

線
電

話
・
共

有
フ

ォ
ル

ダ
・
機

構
T
V

会
議

・
原

科
研

書
画

装
置

（
視

覚
情

報
の

共
有

）

・
機

構
T
V

会
議

・
原

科
研

書
画

装
置

（
視

覚
情

報
の

共
有

）

統
合

防
災

N
W

・
T
V

会
議

・
書

画
装

置
等

主
な

資
料

・
発

生
事

象
状

況
確

認
シ

ー
ト

・
事

象
進

展
対

策
シ

ー
ト

・
N

S
R

R
プ

ラ
ン

ト
デ

ー
タ

・
N

S
R

R
概

略
系

統
図

・
燃

料
試

験
施

設
概

略
系

統
図

・
放

管
デ

ー
タ

・
発

生
事

象
状

況
確

認
シ

ー
ト

・
事

象
進

展
対

策
シ

ー
ト

・
N

S
R

R
プ

ラ
ン

ト
デ

ー
タ

・
N

S
R

R
概

略
系

統
図

・
燃

料
試

験
施

設
概

略
系

統
図

・
放

管
デ

ー
タ

・
発

生
事

象
状

況
確

認
シ

ー
ト

・
事

象
進

展
対

策
シ

ー
ト

・
N

S
R

R
プ

ラ
ン

ト
デ

ー
タ

・
N

S
R

R
概

略
系

統
図

・
燃

料
試

験
施

設
概

略
系

統
図

・
放

管
デ

ー
タ

・
発

生
事

象
状

況
確

認
シ

ー
ト

・
事

象
進

展
対

策
シ

ー
ト

・
N

S
R

R
プ

ラ
ン

ト
デ

ー
タ

・
N

S
R

R
概

略
系

統
図

・
燃

料
試

験
施

設
概

略
系

統
図

・
放

管
デ

ー
タ

備
考

情
報

の
了

承
を

行
う

疑
義

が
あ

れ
ば

再
確

認
を

促
す

１
．
情
報
提
供

事
故

現
場

指
揮

所
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・
機

構
対

策
本

部
と

の
情

報
提

供
に

　
係

る
「

事
象

進
展

対
策

シ
ー

ト
」

、
　

「
発

生
事

象
状

況
確

認
シ

ー
ト

」
　

等
の

視
覚

情
報

の
活

用
及

び
ブ

リ
　

ー
フ

ィ
ン

グ
の

実
施

に
つ

い
て

、
　

運
用

が
確

立
さ

れ
て

い
な

い
。

⇒
訓

練
目

標
①

及
び

②
に

て
達

成
度

　
を

検
証

す
る

。

・
E
A
L
事

象
の

判
断

に
関

し
て

、
現

　
地

対
策

本
部

に
て

原
子

力
事

業
者

　
防

災
業

務
計

画
ど

お
り

の
判

断
方

　
法

を
し

な
か

っ
た

こ
と

か
ら

、
　

機
構

対
策

本
部

と
共

通
の

認
識

が
　

持
て

ず
混

乱
が

生
じ

た
。

⇒
訓

練
目

標
④

に
て

達
成

度
を

検
証

　
す

る
。

前
年

度
（

平
成

3
0
年

度
）

訓
練

の
課

題

訓 練 目 標 ④

　
原

災
法

対
象

施
設

の
複

数
施

設
で

E
A
L
事

象
が

発
生

し
た

際
に

も
、

現
場

で
は

情
報

共
有

を
含

め
た

災
害

応
急

活
動

が
実

施
で

き
る

と
と

も
に

現
地

対
策

本
部

で
は

機
構

内
外

へ
の

情
報

提
供

が
実

施
で

き
る

。

【
機

構
大

中
期

計
画

の
作

成
方

針
に

基
づ

く
目

標
設

定
】

【
原

子
力

科
学

研
究

所
の

重
点

的
な

訓
練

目
標

】

・
E
A
L
事

象
（

S
E
及

び
G
E
）

の
判

断
　

に
お

い
て

、
現

地
対

策
本

部
で

の
　

視
覚

情
報

を
活

用
し

た
情

報
提

供
　

が
で

き
な

か
っ

た
た

め
、

現
地

対
　

策
本

部
の

判
断

根
拠

が
明

確
で

は
　

な
く

、
機

構
対

策
本

部
に

お
け

る
　

確
認

/
認

定
会

議
の

場
で

E
A
L
事

象
　

の
判

断
内

容
を

訂
正

さ
れ

た
。

⇒
訓

練
目

標
①

に
て

達
成

度
を

検
証

　
す

る
。

・
視

覚
情

報
（

「
事

象
進

展
対

策
シ

　
ー

ト
」

）
が

活
用

で
き

て
い

な
い

。
　

ま
た

、
活

用
し

た
時

に
は

す
で

に
　

古
い

情
報

で
あ

っ
た

。
⇒

訓
練

目
標

①
に

て
達

成
度

を
検

証
　

す
る

。

・
原

災
法

対
象

施
設

の
う

ち
、

2
施

設
で

E
A
L
事

　
象

が
別

時
刻

で
発

生
す

る
。

1
施

設
は

原
災

　
法

第
1
0
条

事
象

か
ら

原
災

法
第

1
5
条

事
象

に
　

進
展

し
、

別
の

1
施

設
は

原
災

法
第

1
0
条

事
　

象
の

み
発

生
す

る
。

　
複

数
の

E
A
L
事

象
が

発
生

す
る

こ
と

で
、

事
　

故
現

場
指

揮
所

か
ら

の
情

報
を

現
地

対
策

本
　

部
が

集
約

し
、

機
構

対
策

本
部

へ
適

切
に

情
　

報
提

供
が

で
き

る
こ

と
。

・
原

災
法

対
象

施
設

の
う

ち
、

2
施

設
で

E
A
L
事

　
象

（
特

定
事

象
）

が
同

時
刻

に
発

生
す

る
。

　
1
施

設
は

原
災

法
第

1
0
条

事
象

か
ら

原
災

法
　

第
1
5
条

事
象

に
進

展
し

、
別

の
1
施

設
は

原
　

災
法

第
1
0
条

事
象

の
み

発
生

す
る

。
　

複
数

の
E
A
L
事

象
が

発
生

す
る

こ
と

で
、

事
　

故
現

場
指

揮
所

か
ら

の
情

報
を

現
地

対
策

本
　

部
が

集
約

し
、

機
構

対
策

本
部

へ
適

切
に

情
　

報
提

供
が

で
き

る
こ

と
。

・
原

災
法

対
象

施
設

の
う

ち
、

2
施

設
で

E
A
L
事

　
象

が
発

生
す

る
。

1
施

設
は

施
設

起
因

の
警

　
戒

事
象

か
ら

原
災

法
第

1
0
条

事
象

、
原

災
法

　
第

1
5
条

事
象

に
進

展
し

、
別

の
1
施

設
は

原
　

災
法

第
1
0
条

事
象

の
み

発
生

す
る

。
　

複
数

の
E
A
L
事

象
が

発
生

す
る

こ
と

で
、

事
　

故
現

場
指

揮
所

か
ら

の
情

報
を

現
地

対
策

本
　

部
が

集
約

し
、

機
構

対
策

本
部

へ
適

切
に

情
　

報
提

供
が

で
き

る
こ

と
。

訓
練

想
定

訓 練 目 標 ① 訓 練 目 標 ②

　
現

地
対

策
本

部
か

ら
発

生
事

象
に

係
る

対
応

状
況

及
び

今
後

の
対

策
等

に
つ

い
て

よ
り

具
体

的
な

説
明

を
簡

潔
に

短
時

間
で

機
構

内
に

共
有

で
き

る
。

【
機

構
大

中
期

計
画

の
作

成
方

針
に

基
づ

く
目

標
設

定
】

訓 練 目 標 ③

　
通

信
設

備
が

一
時

的
に

使
用

不
能

と
な

っ
た

場
合

に
お

い
て

も
、

対
応

要
領

等
に

基
づ

き
代

替
手

段
を

活
用

し
、

機
構

対
策

本
部

と
現

地
対

策
本

部
及

び
外

部
と

の
情

報
共

有
が

実
施

で
き

る
。

【
機

構
大

中
期

計
画

の
作

成
方

針
に

基
づ

く
目

標
設

定
】

【
原

子
力

科
学

研
究

所
の

重
点

的
な

訓
練

目
標

】

・
事

故
現

場
指

揮
所

に
お

い
て

適
時

に
ブ

リ
ー

　
フ

ィ
ン

グ
を

実
施

し
、

発
生

事
象

に
係

る
対

　
応

状
況

及
び

今
後

の
事

象
進

展
・

対
策

等
に

　
つ

い
て

、
具

体
的

か
つ

簡
潔

に
短

時
間

で
機

　
構

内
へ

の
情

報
共

有
が

で
き

る
こ

と
。

・
継

続
確

認
。

　
（

前
年

度
の

課
題

が
あ

る
場

合
は

、
改

善
策

　
が

有
効

に
機

能
し

て
い

る
こ

と
。

）

・
現

地
対

策
本

部
と

機
構

本
部

と
の

機
構

T
V
会

　
議

シ
ス

テ
ム

が
一

時
的

に
使

用
不

能
と

な
っ

　
た

場
合

に
お

い
て

も
、

代
替

手
段

を
活

用
し

　
た

情
報

共
有

が
で

き
る

こ
と

。

・
現

地
対

策
本

部
と

事
故

現
場

指
揮

所
（

１
施

　
設

）
と

機
構

本
部

の
機

構
T
V
会

議
シ

ス
テ

ム
　

が
一

時
的

に
使

用
不

能
と

な
っ

た
場

合
に

お
　

い
て

も
、

代
替

手
段

を
活

用
し

た
情

報
共

有
　

が
で

き
る

こ
と

。

「
事

象
進

展
対

策
シ

ー
ト

」
、

「
発

生
事

象
状

況
確

認
シ

ー
ト

」
等

の
視

覚
情

報
を

用
い

た
分

か
り

や
す

い
情

報
共

有
が

で
き

る
。

【
機

構
大

中
期

計
画

の
作

成
方

針
に

基
づ

く
目

標
設

定
】

・
機

構
対

策
本

部
へ

の
情

報
提

供
に

お
い

て
、

　
「

事
象

進
展

対
策

シ
ー

ト
」

、
「

発
生

事
象

　
状

況
確

認
シ

ー
ト

」
等

の
視

覚
情

報
を

用
い

　
て

、
正

確
で

分
か

り
や

す
い

情
報

提
供

が
で

　
き

る
こ

と
。

※
本

件
は

令
和

元
年

度
中

の
達

成
を

目
指

す
。

・
継

続
確

認
。

　
（

前
年

度
の

課
題

が
あ

る
場

合
は

、
改

善
策

　
が

有
効

に
機

能
し

て
い

る
こ

と
。

）

１
．

方
針

　
　

機
構

大
中

期
計

画
の

作
成

方
針

に
基

づ
　

き
実

施
す

る
。

　
　

対
外

要
求

（
法

令
要

求
等

）
に

対
応

す
　

る
と

と
も

に
、

訓
練

を
通

じ
て

P
D
C
A
を

回
　

し
な

が
ら

継
続

的
に

改
善

（
充

実
化

）
を

　
図

る
。

２
．

訓
練

目
的

 
 
　

原
子

力
防

災
組

織
が

原
子

力
災

害
発

生
　

時
に

有
効

に
機

能
す

る
こ

と
を

確
認

す
る

　
た

め
、

段
階

的
に

難
度

を
高

め
た

訓
練

想
　

定
を

設
定

し
、

原
子

力
防

災
要

員
等

の
応

　
用

力
の

習
得

を
目

指
す

。

３
．

訓
練

目
標

　
・

機
構

対
策

本
部

及
び

E
R
C
へ

正
確

な
情

　
　

報
提

供
が

で
き

る
こ

と
。

　
・

原
子

力
事

業
所

災
害

対
策

支
援

拠
点

、
　

　
原

子
力

緊
急

事
態

支
援

組
織

等
と

の
協

　
　

力
体

制
が

と
れ

る
こ

と
。

　
・

リ
エ

ゾ
ン

要
員

及
び

派
遣

要
員

が
的

確
　

　
な

情
報

提
供

が
で

き
る

こ
と

。

４
．

訓
練

想
定

　
　

原
子

力
科

学
研

究
所

に
お

い
て

、
事

象
　

進
展

に
よ

り
全

面
緊

急
事

態
に

至
る

原
子

　
力

災
害

を
想

定
し

た
総

合
訓

練
を

行
う

。
　 ５

．
訓

練
項

目
　

　
訓

練
項

目
及

び
訓

練
目

標
を

踏
ま

え
、

　
機

構
対

策
本

部
と

合
同

に
よ

る
総

合
訓

　
練

、
個

別
訓

練
を

計
画

す
る

。

・
継

続
確

認
。

　
（

前
年

度
の

課
題

が
あ

る
場

合
は

、
改

善
策

　
が

有
効

に
機

能
し

て
い

る
こ

と
。

）

・
継

続
確

認
。

　
（

前
年

度
の

課
題

が
あ

る
場

合
は

、
改

善
策

　
が

有
効

に
機

能
し

て
い

る
こ

と
。

）

・
機

構
T
V
会

議
シ

ス
テ

ム
全

体
が

一
時

的
に

使
　

用
不

能
と

な
っ

た
場

合
に

お
い

て
も

、
代

替
　

手
段

を
活

用
し

た
情

報
共

有
が

で
き

る
こ

と
。

　
原

子
力

科
学

研
究

所
に

お
い

て
、

事
象

進
展

に
よ

り
全

面
緊

急
事

態
に

至
る

原
子

力
災

害
を

想
定

し
た

総
合

訓
練

を
行

う
。

　
原

子
力

科
学

研
究

所
に

お
い

て
、

事
象

進
展

に
よ

り
全

面
緊

急
事

態
に

至
る

原
子

力
災

害
を

想
定

し
た

総
合

訓
練

を
行

う
。

　
原

子
力

科
学

研
究

所
に

お
い

て
、

事
象

進
展

に
よ

り
全

面
緊

急
事

態
に

至
る

原
子

力
災

害
を

想
定

し
た

総
合

訓
練

を
行

う
。

前
中

期
計

画
の

課
題

年
　

　
次

　
　

計
　

　
画

次
期

(
令

和
4
年

度
～

令
和

6
年

度
)

中
期

計
画

の
方

針
及

び
実

施
の

概
要

令
和

元
年

度
令

和
2
年

度
令

和
3
年

度
今

中
期

計
画

中
の

訓
練

目
標

（
目

指
す

べ
き

姿
）

原
子

力
科

学
研

究
所

　
原

子
力

防
災

訓
練

中
期

計
画

（
令

和
元

年
度

～
令

和
３

年
度

）
（

案
）

国
立

研
究

開
発

法
人

日
本

原
子

力
研

究
開

発
機

構
原

子
力

科
学

研
究

所
保

安
管

理
部

　
危

機
管

理
課

今
中

期
計

画
の

目
的

機
構

内
外

へ
の

確
実

な
情

報
提

供
・

情
報

共
有

、
通

常
使

用
す

る
機

構
内

の
通

信
設

備
が

一
時

的
に

使
用

で
き

な
い

状
況

で
の

緊
急

時
対

応
、

複
数

施
設

で
の

E
A
L
事

象
の

発
生

時
に

お
け

る
緊

急
時

対
応

に
つ

い
て

確
立

す
べ

く
、

段
階

的
な

目
標

設
定

を
行

い
達

成
度

を
検

証
し

て
い

く
。

訓
練
シ
ナ
リ
オ
に
係
る
内
容
の
た
め
マ
ス
キ
ン
グ
実
施
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改
訂

履
歴

番 号
改

 
定

 
内

 
容

－

所
見

・
考

察

・
機

構
対

策
本

部
を

介
し

た
E
R
C
か

　
ら

の
質

問
に

対
し

て
、

現
地

対
策

　
本

部
で

適
切

に
処

理
で

き
ず

に
一

　
部

回
答

が
で

き
な

か
っ

た
。

⇒
訓

練
項

目
【

総
合

訓
練

項
目

】
の

　
「

機
構

対
策

本
部

等
及

び
事

故
現

　
場

指
揮

所
と

の
情

報
共

有
訓

練
」

　
に

て
検

証
す

る
。

・
通

報
文

の
内

容
に

誤
記

が
あ

っ
た

　
に

も
か

か
わ

ら
ず

、
そ

の
ま

ま
発

　
信

し
て

し
ま

っ
た

。
⇒

訓
練

項
目

【
総

合
訓

練
項

目
】

の
　

「
機

構
対

策
本

部
等

及
び

事
故

現
　

場
指

揮
所

と
の

情
報

共
有

訓
練

」
　

に
て

検
証

す
る

。
・

E
R
C
か

ら
統

合
N
W
シ

ス
テ

ム
に

よ
　

り
直

接
原

科
研

E
R
C
対

応
ブ

ー
ス

　
に

対
し

て
、

S
E
が

判
断

さ
れ

た
か

　
否

か
の

質
問

が
あ

っ
た

が
、

E
R
C

　
ブ

ー
ス

か
ら

即
座

に
回

答
で

き
な

　
か

っ
た

。
⇒

訓
練

項
目

【
総

合
訓

練
項

目
】

の
　

「
E
R
C
及

び
機

構
対

策
本

部
と

統
　

合
N
W
シ

ス
テ

ム
に

よ
る

情
報

共
有

　
訓

練
」

に
て

達
成

度
を

検
証

す
る

。
・

ブ
リ

ー
フ

ィ
ン

グ
を

適
切

な
タ

イ
　

ミ
ン

グ
で

実
施

す
る

こ
と

が
で

き
　

ず
、

ま
た

、
実

施
し

た
と

き
に

は
　

既
に

情
報

が
古

く
な

っ
て

い
た

。
⇒

訓
練

目
標

②
に

て
達

成
度

を
検

証
　

す
る

。
・

プ
レ

ス
対

応
に

お
い

て
、

施
設

の
　

目
的

及
び

概
要

の
説

明
に

時
間

を
　

要
し

た
た

め
、

図
面

等
の

補
助

資
　

料
を

使
用

し
な

が
ら

説
明

す
べ

き
　

で
あ

っ
た

。
⇒

訓
練

項
目

【
総

合
訓

練
項

目
】

の
　

「
プ

レ
ス

対
応

訓
練

」
に

て
検

証
　

す
る

。

－

改
 定

 年
 月

 日

（
改

 
定

 
理

 
由

）
2
0
1
9
.1

0
.●

新
規

制
定

令
和

元
年

度
訓

練
結

果
を

踏
ま

え
記

載
す

る
。

令
和

２
年

度
訓

練
結

果
を

踏
ま

え
記

載
す

る
。

令
和

３
年

度
訓

練
結

果
を

踏
ま

え
記

載
す

る
。

訓
練

項
目

【
総

合
訓

練
項

目
】

・
現

地
対

策
本

部
要

員
の

招
集

訓
練

・
機

構
対

策
本

部
等

及
び

各
事

故
現

場
指

揮
所

と
の

情
報

共
有

訓
練

・
E
R
C
及

び
機

構
対

策
本

部
と

統
合

原
子

力
防

災
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
シ

ス
テ

ム
に

よ
る

情
報

共
有

訓
練

・
原

災
法

第
1
0
条

及
び

第
1
5
条

事
象

発
生

に
よ

る
関

係
機

関
へ

の
派

遣
対

応
訓

練
・

大
規

模
地

震
発

生
後

の
人

員
掌

握
及

び
施

設
等

点
検

結
果

の
集

約
・

報
告

訓
練

・
プ

レ
ス

対
応

訓
練

・
原

子
力

事
業

所
災

害
対

策
支

援
拠

点
及

び
原

子
力

緊
急

事
態

支
援

組
織

へ
の

支
援

要
請

訓
練

・
発

災
施

設
に

お
け

る
緊

急
時

対
応

訓
練

【
個

別
訓

練
】

・
通

報
訓

練
・

避
難

訓
練

・
緊

急
時

環
境

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

訓
練

・
救

護
訓

練
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原子力事業者防災訓練の継続的改善スケジュール（ＰＤＣＡ） 

 

令和元年 10 月 30 日 

日本原子力研究開発機構 

原子力科学研究所 

 

１．ＰＤＣＡの回し方＜概要＞ 

 

○中期計画（３ヶ年）は、前中期計画で抽出された改善点、前年度の訓練実績（反省点）から、機構

大における中期計画に基づき、訓練目標を設定し、これらを踏まえ緊急時対応体制や資機材の操作

及び整備等を含め、向上すべき訓練目標を洗い出して訓練計画を作成し、計画に基づいた総合防災

訓練を実施して、訓練項目に対する対応状況を確認するとともに、新たな課題改善点を抽出して改

善策を検討し、次回の総合防災訓練で改善状況を確認していく。 

 

○各年度の計画は、要素訓練の繰り返し訓練を基本とし、訓練の方法を継続的に改善し、原子力防災

要員が緊急事態や不測の事態に対する判断力及び臨機応変な対応力の向上につなげていく。また、

総合防災訓練を通じて改善点を抽出し、要素的訓練で改善状況を確認して、原子力防災要員の個々

の対応能力向上を目指していく。 

 

 

 

 

中
期
計
画
（
３
ヶ
年
） 

次
期
中
期
計
画
（
３
ヶ
年
） 

単
年
度
達
成
度
評
価 

中
期
計
画
補
正 

３
年
間
達
成
度
評
価 

全
社
的
な
改
善 

年
間
訓
練
目
標
・
計
画
策
定 

総
合
訓
練
計
画 

総
合
訓
練
実
施 

総
合
訓
練
評
価 

総
合
訓
練
改
善 

要
素
訓
練
計
画 

要
素
訓
練
実
施 

要
素
訓
練
評
価 

要
素
訓
練
改
善 要素訓練 

訓
練
報
告
書 

年
間
訓
練
目
標
評
価 

単
年
度
達
成
度
評
価 

中
期
計
画
補
正 
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2 
 

２．令和元年度の具体的なスケジュール 

  実施事項 時期 備考 

CHECK 訓練報告 〇平成 30年度防災訓練報告書 令和元年 6月 7日  

ACTION 改善実施 〇改善対策の具体化 

①防災業務計画の修正 

・SE04 及び GE04 について、放射線量

の測定にエリアモニタを用いて変動

を確認できることを記載 

 

②事象進展対策シート、発生事象状況

確認シートの見直し（応急作業の準

備・開始時刻、完了時刻等の明確

化、防災業務計画の EAL との整合） 

 

③要領の改定・制定 

・現地対策本部の体制変更に伴う新た

な役割の追加（情報統括者、視覚情

報活用担当者、Q＆A 管理班、ERC 対

応班） 

・通報連絡に関する手順の明確化 

・視覚情報の活用に関する手順の明確

化 

・複数施設の発災時の対応に関する手

順の明確化 

・ブリーフィングの実施方法の明確化 

・通報文の記載内容の確認方法の明確 

 化 

 

④昨年度の課題・改善点に対する教    

 育訓練 

・要素訓練（TV会議及び書画カメラ接

続試験） 

・要素訓練（通信設備の代替手段確認） 

・教育（現地対策本部の体制変更及び

要領等の改正・制定に対する現地対

策本部員等への教育） 

・要素訓練（視覚情報を用いた EAL 判

断結果の共有、FAX 作成、ERC ブー

ス対応、Q＆A管理、ブリーフィン

グ） 

 

 

 

平成 31 年 3 月 25 日 

 

 

 

 

令和元年 9月 6日 

 

 

 

 

令和元年 10 月 25 日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和元年 10 月 18 日 

 

令和元年 10 月 23 日 

令和元年 11 月 12 日

予定 

 

令和元年 11 月中に

複数回実施予定 
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3 
 

 

〇中期計画 

・原子力科学研究所の策定 

 

 

〇他事業者訓練等の視察 

・敦賀原子力発電 緊急時対策所 

策定中 

 

 

 

令和元年 10 月 25 日 

 

中期計画の制定、所

内周知は、面談後に

実施 

 

発災施設のコントロ

ーラーを対象として

視察を実施 

PLAN 訓練計画 〇令和元年度防災訓練計画策定  策定中  

DO 訓練実施 〇令和元年度訓練実施 

 

〇個別訓練（茨城地区） 

・支援拠点の連動訓練 

・支援組織の連動訓練 

 

令和元年 12 月 10 日 

 

 

11 月、12月 

面談後正式決定 

 

 

実施時期調整中 

CHECK 訓練報告 〇訓練評価 

・社内自己評価 

・外部機関による評価 

・対策の有効性評価 

・パンチリスト対応 

・課題の抽出、原因分析、対策検討 

・対策の方針決定 

 

訓練後から令和 2 年

1 月までに実施 

 

〇令和元年度防災訓練報告書 令和 2年 1月予定  

ACTION 改善実施 〇改善対策の具体化 

・（訓練後に検討） 

 

〇中期計画見直し 

・機構大の中期計画の見直し 

・機構対策本部中期計画の見直し 

・原子力科学研究所中期計画の見直し 

 

 

随時実施 

 

 

 

 

令和 2年上期予定 

 

 

 

 

 

 

 

機構大の見直しを踏

まえ検討 

PLAN 訓練計画 〇令和 2 年度防災訓練計画策定 訓練時期に合わせて

策定 
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課
題

原
因

対
策

確
認

箇
所

有
効

性
の

評
価

基
準

（
機

構
本

部
）

・
事

象
進

展
対

策
シ

ー
ト

の
作

業
開

始
及

び
終

了
時

刻
は

、
原

則
と

し
て

現
地

対
策

本
部

が
記

載
す

る
こ

と
及

び
“
準

備
”
と

“
作

業
”
の

内
容

を
具

体
化

す
る

こ
と

で
、

関
係

者
が

時
刻

の
意

味
を

認
識

、
確

認
し

、
正

確
な

時
刻

を
記

載
し

た
情

報
を

発
信

で
き

る
よ

う
に

す
る

た
め

、
事

象
進

展
対

策
シ

ー
ト

の
様

式
を

修
正

す
る

よ
う

各
拠

点
に

サ
ン

プ
ル

を
提

示
し

展
開

し
た

。

機
構

対
策

本
部

（
東

海
）

・
E
R

C
ブ

ー
ス

・
見

直
さ

れ
た

事
象

進
展

対
策

シ
ー

ト
を

活
用

し
、

書
画

装
置

等
を

用
い

て
応

急
措

置
の

実
施

状
況

（
特

に
作

業
時

間
）
を

E
R

C
に

対
し

て
情

報
提

供
で

き
た

か
。

実
績

：
確

認
結

果
【
　

】
良

好
な

点
：

改
善

を
要

す
る

点
：

（
拠

点
）

・
機

構
本

部
の

指
示

に
基

づ
き

、
事

象
進

展
対

策
シ

ー
ト

の
様

式
を

見
直

し
た

。

現
地

対
策

本
部

・
書

画
装

置
に

よ
る

情
報

共
有

・
応

急
措

置
の

作
業

開
始

時
刻

の
定

義
が

明
確

に
な

っ
た

事
象

進
展

対
策

シ
ー

ト
を

活
用

し
、

機
構

対
策

本
部

に
対

し
て

応
急

措
置

の
実

施
状

況
を

正
確

に
情

報
共

有
で

き
た

か
。

実
績

：
確

認
結

果
【
　

】
良

好
な

点
：

改
善

を
要

す
る

点
：

（
機

構
本

部
）
・
各

拠
点

の
主

要
な

施
設

の
運

転
状

態
を

平
時

か
ら

機
構

対
策

本
部

で
把

握
で

き
る

よ
う

、
各

拠
点

の
イ

ン
ト

ラ
ネ

ッ
ト

及
び

必
要

に
応

じ
て

拠
点

担
当

者
か

ら
情

報
収

集
を

行
う

運
用

と
し

た
。

・
機

構
対

策
本

部
で

把
握

す
る

べ
き

情
報

を
整

理
す

る
た

め
、

地
震

発
生

時
に

報
告

す
べ

き
事

項
に

係
る

整
理

表
を

作
成

し
マ

ニ
ュ

ア
ル

に
反

映
し

た
。

実
績

：
確

認
結

果
【
　

】
良

好
な

点
：

改
善

を
要

す
る

点
：

（
拠

点
）

・
原

子
炉

施
設

及
び

使
用

施
設

の
主

要
な

作
業

予
定

表
を

月
毎

に
機

構
本

部
へ

提
供

し
て

い
る

。

実
績

：
確

認
結

果
【
　

】
良

好
な

点
：

改
善

を
要

す
る

点
：

（
機

構
本

部
）

・
ブ

リ
ー

フ
ィ

ン
グ

の
目

的
及

び
実

施
内

容
を

マ
ニ

ュ
ア

ル
に

明
確

化
し

展
開

し
た

。
・
Ｅ

Ｒ
Ｃ

に
対

す
る

ブ
リ

ー
フ

ィ
ン

グ
内

容
の

提
供

方
法

を
、

こ
れ

ま
で

の
方

法
（
現

場
か

ら
の

ブ
リ

ー
フ

ィ
ン

グ
の

音
声

を
そ

の
ま

ま
提

供
）

か
ら

変
更

（
そ

の
他

の
情

報
同

様
に

機
構

対
策

本
部

で
一

度
受

け
て

か
ら

Ｅ
Ｒ

Ｃ
へ

提
供

す
る

）
し

マ
ニ

ュ
ア

ル
へ

反
映

し
た

。

機
構

対
策

本
部

（
東

海
）

・
E
R

C
ブ

ー
ス

・
現

地
対

策
本

部
が

実
施

し
た

ブ
リ

ー
フ

ィ
ン

グ
の

内
容

を
、

そ
の

他
の

情
報

同
様

に
機

構
対

策
本

部
で

一
度

受
け

て
か

ら
、

必
要

に
応

じ
て

Ｅ
Ｒ

Ｃ
に

対
し

正
確

に
提

供
で

き
た

か
。

実
績

：
確

認
結

果
【
　

】
良

好
な

点
：

改
善

を
要

す
る

点
：

（
拠

点
）

・
ブ

リ
ー

フ
ィ

ン
グ

の
目

的
及

び
実

施
内

容
を

要
領

に
明

確
化

し
、

対
応

者
に

教
育

し
た

。

現
地

対
策

本
部

・
Ｔ

Ｖ
会

議
及

び
書

画
装

置
に

よ
る

情
報

共
有

・
ブ

リ
ー

フ
ィ

ン
グ

を
用

い
た

今
後

の
対

策
等

に
関

す
る

全
体

的
な

情
報

共
有

が
簡

潔
明

瞭
に

実
施

で
き

た
か

。

実
績

：
確

認
結

果
【
　

】
良

好
な

点
：

改
善

を
要

す
る

点
：

評
価

担
当

・
地

震
発

生
後

の
初

動
対

応
に

お
い

て
、

整
理

表
を

用
い

て
近

隣
拠

点
の

各
施

設
の

当
日

の
稼

働
状

況
、

ま
た

被
災

状
況

を
Ｅ

Ｒ
Ｃ

に
対

し
て

情
報

提
供

で
き

た
か

。

機
構

対
策

本
部

（
東

海
）

・
E
R

C
ブ

ー
ス

改
善

点
１

事
象

進
展

対
策

シ
ー

ト
の

運
用

事
象

進
展

対
策

シ
ー

ト
に

つ
い

て
、

応
急

措
置

の
作

業
開

始
時

刻
の

定
義

が
不

明
瞭

で
あ

っ
た

た
め

、
応

急
処

置
の

実
施

状
況

を
E
R

C
に

対
し

て
正

確
に

伝
え

ら
れ

な
か

っ
た

。

・
事

象
進

展
対

策
シ

ー
ト

に
記

載
す

べ
き

準
備

時
間

及
び

作
業

時
間

の
開

始
・
完

了
時

刻
へ

の
、

時
刻

が
十

分
に

把
握

で
き

ず
、

事
象

進
展

対
策

シ
ー

ト
を

完
成

で
き

な
か

っ
た

。
・
作

業
の

開
始

時
刻

、
完

了
時

刻
の

定
義

が
各

事
故

対
応

組
織

で
統

一
さ

れ
て

い
な

か
っ

た
た

め
、

現
場

か
ら

の
報

告
時

刻
と

事
象

進
展

対
策

シ
ー

ト
の

作
業

開
始

及
び

終
了

時
刻

に
齟

齬
が

生
じ

た
。

改
善

点
２

初
動

対
応

時
に

お
け

る
情

報
発

信
の

遅
れ

事
象

が
発

生
し

た
初

動
対

応
時

（
地

震
発

生
直

後
）
に

、
特

に
大

き
な

拠
点

で
の

各
施

設
の

稼
働

状
況

等
に

つ
い

て
の

情
報

を
短

時
間

に
収

集
し

、
Ｅ

Ｒ
Ｃ

へ
整

理
し

て
報

告
す

る
こ

と
が

で
き

な
か

っ
た

。

・
機

構
対

策
本

部
は

、
施

設
の

稼
働

状
況

等
に

つ
い

て
は

、
各

拠
点

か
ら

情
報

を
入

手
し

た
都

度
、

Ｅ
Ｒ

Ｃ
へ

報
告

し
て

い
た

が
全

体
を

俯
瞰

し
た

情
報

の
集

約
が

で
き

な
か

っ
た

。

・
ブ

リ
ー

フ
ィ

ン
グ

に
つ

い
て

、
現

地
対

策
本

部
内

で
目

的
及

び
方

法
が

十
分

に
理

解
さ

れ
て

お
ら

ず
、

発
災

状
況

、
時

系
列

な
ど

の
事

象
の

進
展

状
況

を
詳

細
に

説
明

す
る

も
の

と
、

誤
っ

た
認

識
を

持
っ

て
説

明
に

時
間

が
掛

か
っ

て
し

ま
っ

た
。

改
善

点
３

ブ
リ

ー
フ

ィ
ン

グ
の

運
用

ブ
リ

ー
フ

ィ
ン

グ
を

用
い

た
今

後
の

対
策

等
に

関
す

る
全

体
的

な
情

報
共

有
が

簡
潔

明
瞭

に
実

施
で

き
な

か
っ

た
。

令
和

元
年

度
　

Ｊ
Ａ

Ｅ
Ａ

原
子

力
科

学
研

究
所

　
原

子
力

防
災

訓
練

　
課

題
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

　
（
機

構
大

で
取

り
組

む
べ

き
課

題
）

昨
年

度
訓

練
の

結
果

を
踏

ま
え

た
課

題
-
原

因
-
対

策
評

価
欄

確
認

結
果
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（
機

構
本

部
）

・
特

定
事

象
発

生
通

報
、

第
2
5
 条

報
告

等
の

法
定

様
式

の
チ

ェ
ッ

ク
シ

ー
ト

例
を

作
成

し
機

構
大

で
共

有
し

た
。

・
通

報
文

の
ミ

ス
防

止
に

関
す

る
良

好
事

例
を

各
拠

点
か

ら
抽

出
し

機
構

大
で

共
有

し
た

。

（
拠

点
）

・
機

構
本

部
か

ら
提

示
さ

れ
た

チ
ェ

ッ
ク

シ
ー

ト
例

を
基

に
自

拠
点

の
チ

ェ
ッ

ク
シ

ー
ト

を
修

正
し

た
。

・
作

成
者

及
び

確
認

者
等

の
確

認
項

目
を

区
分

、
分

担
し

、
漏

れ
の

な
い

確
認

体
制

を
明

確
化

し
て

要
領

に
反

映
し

た
。

・
通

報
様

式
の

作
成

に
係

る
教

育
・
訓

練
を

実
施

し
た

。

（
機

構
本

部
）
・
本

部
-
拠

点
間

の
情

報
共

有
会

議
の

開
催

頻
度

を
可

能
な

範
囲

で
高

め
る

こ
と

で
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
機

会
を

増
や

し
、

情
報

共
有

・
フ

ォ
ロ

ー
体

制
を

強
化

し
た

。
・
必

要
に

応
じ

て
拠

点
が

行
う

処
置

の
実

施
状

況
を

確
認

し
た

。
・
処

置
に

つ
い

て
は

各
拠

点
の

訓
練

事
務

局
で

あ
る

危
機

管
理

担
当

の
課

で
確

実
に

実
施

す
る

よ
う

、
本

部
-
拠

点
間

の
情

報
共

有
会

議
で

意
識

付
け

を
行

っ
た

。

機
構

本
部

・
他

拠
点

訓
練

で
の

反
省

と
し

て
挙

が
っ

た
事

案
に

つ
い

て
再

発
し

な
か

っ
た

か
。

実
績

：
確

認
結

果
【
　

】
良

好
な

点
：

改
善

を
要

す
る

点
：

（
拠

点
）

・
機

構
本

部
か

ら
展

開
さ

れ
た

他
拠

点
の

事
例

に
つ

い
て

、
自

ら
の

拠
点

に
置

き
換

え
て

考
え

、
必

要
な

処
置

を
実

施
す

る
。

原
科

研
・
他

拠
点

訓
練

で
の

反
省

と
し

て
挙

が
っ

た
事

案
に

つ
い

て
再

発
し

な
か

っ
た

か
。

実
績

：
確

認
結

果
【
　

】
良

好
な

点
：

改
善

を
要

す
る

点
：

確
認

結
果

【
　

】
は

、
実

施
で

き
た

場
合

は
A

、
あ

る
程

度
で

き
た

場
合

は
B

、
実

施
で

き
て

い
な

い
場

合
は

C
を

記
載

す
る

。

機
構

本
部

・
通

報
連

絡
・
特

定
事

象
発

生
通

報
、

第
2
5
条

報
告

等
の

法
定

様
式

の
記

載
に

誤
記

が
発

生
し

な
か

っ
た

か
。

・
誤

記
が

発
生

し
た

場
合

、
訂

正
報

が
適

切
に

発
信

さ
れ

た
か

。

実
績

：
確

認
結

果
【
　

】
良

好
な

点
：

改
善

を
要

す
る

点
：

改
善

点
５

改
善

点
４

通
報

様
式

の
確

認
方

法
通

報
様

式
の

誤
記

（
E
A

L
 発

生
時

刻
に

”
頃

”
が

つ
い

て
い

る
等

）
が

散
見

さ
れ

た
。

・
通

報
様

式
の

記
載

に
係

る
教

育
内

容
が

不
足

。
・
通

報
様

式
の

記
載

に
係

る
確

認
用

の
チ

ェ
ッ

ク
シ

ー
ト

の
内

容
に

不
足

。

機
構

本
部

か
ら

の
他

拠
点

訓
練

で
の

反
省

事
項

の
展

開
方

法
他

拠
点

訓
練

で
の

反
省

と
し

て
挙

が
っ

た
事

案
に

つ
い

て
機

構
本

部
か

ら
拠

点
に

対
し

て
周

知
徹

底
し

た
に

も
か

か
わ

ら
ず

、
そ

の
後

の
訓

練
に

お
い

て
も

問
題

が
再

発
し

た
。

・
個

別
の

課
題

・
対

策
に

つ
い

て
、

機
構

大
で

確
実

に
実

施
す

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
と

の
認

識
が

低
か

っ
た

。
ま

た
、

訓
練

に
関

す
る

共
通

す
る

問
題

点
や

改
善

点
に

つ
い

て
訓

練
前

に
課

題
と

し
て

捉
え

る
こ

と
が

出
来

な
か

っ
た

。
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課
題

原
因

対
策

確
認

箇
所

有
効

性
の

評
価

基
準

改
善

点
１

E
A

L
事

象
（
S
E

及
び

G
E

）
の

判
断

に
お

い
て

、
現

地
対

策
本

部
で

の
視

覚
情

報
を

活
用

し
た

情
報

提
供

が
で

き
な

か
っ

た
た

め
、

現
地

対
策

本
部

の
判

断
根

拠
が

明
確

で
は

な
く

、
機

構
対

策
本

部
に

お
け

る
確

認
/
認

定
会

議
の

場
で

E
A

L
事

象
の

判
断

内
容

を
訂

正
さ

れ
た

。

①
現

地
対

策
本

部
で

は
、

「
発

生
事

象
状

況
確

認
シ

ー
ト

」
を

用
い

て
事

象
の

判
断

を
共

有
す

る
と

い
う

こ
と

が
、

周
知

、
教

育
さ

れ
て

い
な

か
っ

た
た

め
、

本
シ

ー
ト

を
用

い
る

こ
と

が
な

く
、

E
A

L
の

判
断

結
果

（
判

断
根

拠
及

び
判

断
理

由
）
を

機
構

内
に

共
有

で
き

な
か

っ
た

。
②

現
地

対
策

本
部

に
お

い
て

、
迅

速
な

E
A

L
事

象
の

判
断

の
観

点
か

ら
、

防
災

業
務

計
画

に
記

載
の

な
い

エ
リ

ア
モ

ニ
タ

を
用

い
、

1
0
分

待
た

ず
に

蓋
然

性
で

E
A

L
事

象
を

判
断

し
た

。
③

今
回

は
、

当
初

、
原

子
力

防
災

管
理

者
が

不
在

だ
っ

た
た

め
、

代
行

順
位

１
位

の
副

原
子

力
防

災
管

理
者

が
そ

の
役

割
を

代
行

し
、

初
動

対
応

の
指

揮
を

執
っ

た
が

、
他

の
副

原
子

力
防

災
管

理
者

（
部

長
）
は

担
当

業
務

に
追

わ
れ

代
行

の
補

助
が

十
分

で
は

な
か

っ
た

。

①
E
A

L
の

判
断

は
、

「
発

生
事

象
状

況
確

認
シ

ー
ト

」
を

用
い

て
行

う
と

と
も

に
、

直
ち

に
そ

の
情

報
を

機
構

T
V

会
議

シ
ス

テ
ム

で
共

有
し

、
確

認
す

る
手

順
を

定
め

た
。

「
発

生
事

象
状

況
確

認
シ

ー
ト

」
の

活
用

に
あ

た
っ

て
は

、
情

報
を

統
括

す
る

者
と

し
て

情
報

統
括

者
を

選
任

し
、

現
地

対
策

本
部

か
ら

「
発

生
事

象
状

況
確

認
シ

ー
ト

」
を

用
い

て
、

E
A

L
の

判
断

結
果

（
判

断
根

拠
及

び
判

断
理

由
）

を
共

有
す

る
こ

と
を

手
順

と
し

て
定

め
、

要
素

訓
練

に
て

確
認

を
行

っ
た

。
②

防
災

業
務

計
画

を
修

正
し

、
S
E
0
4
及

び
G

E
0
4
の

判
断

方
法

に
つ

い
て

、
数

値
は

、
サ

ー
ベ

イ
メ

ー
タ

で
確

認
し

、
変

動
は

エ
リ

ア
モ

ニ
タ

で
確

認
す

る
こ

と
と

し
た

。
③

現
地

対
策

本
部

の
体

制
を

見
直

し
、

新
た

に
選

任
し

た
情

報
統

括
者

（
副

原
子

力
防

災
管

理
者

）
か

ら
E
A

L
事

象
の

判
断

に
必

要
な

情
報

を
原

子
力

防
災

管
理

者
に

提
供

す
る

こ
と

に
し

た
。

現
地

対
策

本
部

現
地

対
策

本
部

に
て

視
覚

情
報

を
活

用
し

た
情

報
提

供
が

行
わ

れ
、

E
A

L
事

象
の

判
断

根
拠

を
機

構
内

へ
共

有
す

る
こ

と
が

で
き

た
か

。

実
績

：
確

認
結

果
【
　

】
良

好
な

点
：

改
善

を
要

す
る

点
：

改
善

点
２

視
覚

情
報

（
「
事

象
進

展
対

策
シ

ー
ト

」
）
が

活
用

で
き

て
い

な
い

。
ま

た
、

活
用

し
た

時
に

は
す

で
に

古
い

情
報

で
あ

っ
た

。

①
危

機
管

理
課

内
で

は
、

機
構

内
の

情
報

共
有

は
、

視
覚

情
報

（
「
事

象
進

展
対

策
シ

ー
ト

」
を

含
む

）
を

活
用

し
な

が
ら

行
う

こ
と

と
し

て
い

た
が

、
現

地
対

策
本

部
に

お
い

て
「
事

象
進

展
対

策
シ

ー
ト

」
を

活
用

す
る

こ
と

が
周

知
、

教
育

さ
れ

て
お

ら
ず

、
視

覚
情

報
を

活
用

す
る

体
制

が
整

備
さ

れ
て

い
な

か
っ

た
。

②
ブ

リ
ー

フ
ィ

ン
グ

時
に

お
い

て
は

、
「
事

象
進

展
対

策
シ

ー
ト

」
は

、
現

地
対

策
本

部
か

ら
届

い
た

も
の

を
用

い
て

E
R

C
へ

説
明

す
る

こ
と

と
し

て
い

た
が

、
現

地
対

策
本

部
で

視
覚

情
報

が
活

用
さ

れ
な

か
っ

た
こ

と
か

ら
、

現
地

対
策

本
部

か
ら

機
構

対
策

本
部

へ
タ

イ
ム

リ
ー

に
届

か
ず

、
現

地
対

策
本

部
か

ら
入

手
し

た
古

い
情

報
の

シ
ー

ト
し

か
な

か
っ

た
た

め
、

そ
れ

を
用

い
て

E
R

C
へ

説
明

し
た

。

①
現

地
対

策
本

部
で

は
、

視
覚

情
報

を
活

用
す

る
た

め
の

要
領

を
作

成
し

、
現

地
対

策
本

部
員

に
対

し
て

、
「
事

象
進

展
対

策
シ

ー
ト

」
、

そ
の

他
の

図
面

等
の

視
覚

情
報

を
活

用
す

る
た

め
の

教
育

を
実

施
し

た
。

ま
た

、
情

報
を

統
括

す
る

者
と

し
て

情
報

統
括

者
を

専
任

し
、

現
地

対
策

本
部

に
お

け
る

視
覚

情
報

の
活

用
体

制
の

充
実

強
化

を
図

り
、

要
素

訓
練

に
よ

り
実

効
性

を
確

認
し

た
。

　
事

故
現

場
指

揮
所

で
は

、
「
事

象
進

展
対

策
シ

ー
ト

」
や

説
明

用
の

図
面

を
作

成
し

、
書

画
装

置
を

用
い

て
機

構
内

で
情

報
共

有
で

き
る

よ
う

に
し

た
。

②
「
事

象
進

展
対

策
シ

ー
ト

」
に

つ
い

て
、

想
定

さ
れ

る
事

象
に

つ
い

て
平

時
か

ら
準

備
し

た
。

現
地

対
策

本
部

・
現

地
対

策
本

部
か

ら
「
事

象
進

展
対

策
シ

ー
ト

」
や

図
面

等
の

視
覚

情
報

を
用

い
て

タ
イ

ム
リ

ー
に

情
報

共
有

で
き

た
か

。

実
績

：
確

認
結

果
【
　

】
良

好
な

点
：

改
善

を
要

す
る

点
：

評
価

担
当

確
認

結
果

令
和

元
年

度
　

Ｊ
Ａ

Ｅ
Ａ

原
子

力
科

学
研

究
所

　
原

子
力

防
災

訓
練

　
課

題
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

昨
年

度
訓

練
の

結
果

を
踏

ま
え

た
課

題
-
原

因
-
対

策
評

価
欄

原 子 力 科 学 研 究 所
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改
善

点
３

機
構

対
策

本
部

を
介

し
た

E
R

C
か

ら
の

質
問

に
対

し
て

、
現

地
対

策
本

部
で

適
切

に
処

理
で

き
ず

に
一

部
回

答
が

で
き

な
か

っ
た

。

①
機

構
対

策
本

部
を

介
し

た
E
R

C
か

ら
の

質
問

を
管

理
す

る
専

任
者

が
い

な
か

っ
た

。
②

機
構

対
策

本
部

で
管

理
さ

れ
て

い
る

Q
A

管
理

表
を

確
認

す
る

な
ど

し
て

、
回

答
状

況
の

一
元

管
理

を
行

う
体

制
が

整
っ

て
い

な
か

っ
た

た
め

、
回

答
が

済
ん

だ
も

の
と

済
ん

で
い

な
い

も
の

の
整

理
及

び
回

答
が

済
ん

で
い

な
い

も
の

に
関

す
る

フ
ォ

ロ
ー

が
実

施
さ

れ
ず

、
い

つ
ま

で
も

回
答

で
き

な
い

も
の

が
発

生
し

た
。

③
機

構
対

策
本

部
か

ら
一

度
に

複
数

の
質

問
を

し
た

た
め

、
現

地
対

策
本

部
で

の
整

理
が

追
い

付
か

ず
回

答
の

準
備

に
時

間
を

要
す

る
こ

と
が

あ
っ

た
。

①
現

地
対

策
本

部
に

お
い

て
本

部
長

付
の

中
か

ら
Q

&
A

対
応

担
当

を
設

け
、

質
問

及
び

質
問

へ
の

回
答

状
況

の
一

元
管

理
を

行
う

体
制

の
見

直
し

を
図

っ
た

。
②

機
構

対
策

本
部

に
て

管
理

し
て

い
る

Q
&
A

管
理

表
に

つ
い

て
、

現
地

対
策

本
部

で
も

確
認

し
な

が
ら

回
答

す
る

体
制

を
整

備
し

た
。

現
地

対
策

本
部

・
機

構
対

策
本

部
か

ら
の

質
問

に
対

し
て

、
機

構
対

策
本

部
に

て
管

理
し

て
い

る
Q

&
A

管
理

表
を

確
認

し
、

対
応

状
況

を
把

握
し

な
が

ら
、

適
切

な
回

答
が

で
き

た
か

。

実
績

：
確

認
結

果
【
　

】
良

好
な

点
：

改
善

を
要

す
る

点
：

改
善

点
４

通
報

文
の

内
容

に
誤

記
が

あ
っ

た
に

も
か

か
わ

ら
ず

、
そ

の
ま

ま
発

信
し

て
し

ま
っ

た
。

①
通

報
文

の
内

容
を

専
従

し
て

確
認

す
る

者
が

い
な

か
っ

た
。

②
通

報
文

の
記

載
内

容
の

確
認

方
法

に
つ

い
て

手
順

が
定

め
ら

れ
て

い
な

か
っ

た
。

①
誤

記
載

を
含

め
た

記
載

内
容

の
確

認
体

制
を

強
化

す
る

た
め

、
通

報
文

作
成

段
階

で
記

載
内

容
を

確
認

す
る

通
報

文
作

成
補

助
者

を
2
名

追
加

し
、

確
認

す
る

範
囲

を
分

け
て

実
施

す
る

よ
う

に
し

た
。

②
F
A

X
内

容
の

確
認

方
法

に
つ

い
て

は
、

機
構

大
で

統
一

し
た

チ
ェ

ッ
ク

シ
ー

ト
を

作
成

し
た

。

機
構

対
策

本
部

・
特

定
事

象
発

生
通

報
、

第
2
5
条

報
告

等
の

法
定

様
式

の
記

載
に

誤
記

が
発

生
し

な
か

っ
た

か
。

・
誤

記
が

発
生

し
た

場
合

、
訂

正
報

が
適

切
に

発
信

さ
れ

た
か

。

実
績

：
確

認
結

果
【
　

】
良

好
な

点
：

改
善

を
要

す
る

点
：

改
善

点
５

E
R

C
か

ら
統

合
N

W
シ

ス
テ

ム
に

よ
り

直
接

原
科

研
E
R

C
対

応
ブ

ー
ス

に
対

し
て

、
S
E
が

判
断

さ
れ

た
か

否
か

の
質

問
が

あ
っ

た
が

、
E
R

C
ブ

ー
ス

か
ら

即
座

に
回

答
で

き
な

か
っ

た
。

①
現

地
対

策
本

部
内

に
「
発

生
事

象
状

況
確

認
シ

ー
ト

」
を

使
用

し
て

E
A

L
の

判
断

根
拠

が
示

さ
れ

な
っ

た
。

②
E
R

C
ブ

ー
ス

の
体

制
が

不
十

分
で

現
地

対
策

本
部

へ
問

合
せ

を
行

う
こ

と
が

で
き

な
か

っ
た

。

①
E
A

L
の

判
断

は
、

「
発

生
事

象
状

況
確

認
シ

ー
ト

」
を

用
い

て
行

う
と

と
も

に
、

直
ち

に
そ

の
情

報
を

機
構

T
V

会
議

シ
ス

テ
ム

で
共

有
し

、
確

認
す

る
「
視

覚
情

報
に

関
す

る
手

順
書

」
を

定
め

た
。

「
発

生
事

象
状

況
確

認
シ

ー
ト

」
の

活
用

に
あ

た
っ

て
は

、
情

報
を

統
括

す
る

者
と

し
て

情
報

統
括

者
を

選
任

し
、

現
地

対
策

本
部

か
ら

「
発

生
事

象
状

況
確

認
シ

ー
ト

」
を

用
い

て
、

E
A

L
の

判
断

結
果

（
判

断
根

拠
及

び
判

断
理

由
）

を
共

有
す

る
「
視

覚
情

報
に

関
す

る
手

順
書

」
を

定
め

る
こ

と
と

し
、

そ
の

要
素

訓
練

を
実

施
し

た
。

②
E
R

C
対

応
ブ

ー
ス

で
の

E
A

L
事

象
の

判
断

情
報

な
ど

の
重

要
情

報
が

直
ち

に
収

集
で

き
る

よ
う

、
現

地
対

策
本

部
の

役
割

分
担

を
見

直
し

、
E
R

C
対

応
ブ

ー
ス

内
に

新
た

に
機

構
T
V

会
議

シ
ス

テ
ム

の
音

声
を

傍
受

し
ブ

ー
ス

内
に

現
地

対
策

本
部

内
情

報
を

提
供

す
る

者
1
名

と
E
R

C
か

ら
の

質
問

に
対

応
す

る
者

1
名

を
増

員
し

、
E
R

C
ブ

ー
ス

対
応

者
が

現
場

状
況

及
び

現
地

対
策

本
部

の
判

断
を

把
握

で
き

る
よ

う
改

善
し

た
。

ま
た

、
こ

れ
ら

の
役

割
を

確
認

す
る

た
め

の
要

素
訓

練
を

実
施

し
た

。

現
地

対
策

本
部

E
R

C
ブ

ー
ス

・
E
A

L
の

判
断

時
に

、
「
発

生
事

象
状

況
確

認
シ

ー
ト

」
を

活
用

し
、

機
構

T
V

会
議

シ
ス

テ
ム

に
て

、
直

ち
に

機
構

内
に

共
有

で
き

た
か

。
・
原

科
研

E
R

C
対

応
ブ

ー
ス

へ
の

現
地

対
策

本
部

の
状

況
（
E
A

L
の

判
断

状
況

な
ど

）
の

質
問

に
対

し
て

即
座

に
回

答
で

き
た

か
。

（
技

術
的

な
質

問
は

除
く
。

）

実
績

：
確

認
結

果
【
　

】
良

好
な

点
：

改
善

を
要

す
る

点
：
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改
善

点
６

ブ
リ

ー
フ

ィ
ン

グ
を

適
切

な
タ

イ
ミ

ン
グ

で
実

施
す

る
こ

と
が

で
き

ず
、

ま
た

、
実

施
し

た
と

き
に

は
既

に
情

報
が

古
く

な
っ

て
い

た
。

①
ブ

リ
ー

フ
ィ

ン
グ

に
つ

い
て

は
、

要
領

が
な

く
現

地
対

策
本

部
員

に
教

育
が

さ
れ

て
い

な
か

っ
た

た
め

、
現

地
対

策
本

部
内

で
目

的
及

び
方

法
が

理
解

さ
れ

て
お

ら
ず

、
現

地
対

策
本

部
員

は
、

発
災

状
況

及
び

時
系

列
な

ど
の

事
象

の
進

展
を

整
理

し
て

説
明

す
る

と
誤

っ
た

認
識

を
持

っ
て

い
た

。
②

機
構

T
V

会
議

シ
ス

テ
ム

に
よ

る
情

報
共

有
（
質

問
対

応
も

含
む

）
や

通
報

内
容

の
訂

正
対

応
に

追
わ

れ
、

ブ
リ

ー
フ

ィ
ン

グ
に

遅
れ

が
生

じ
、

実
施

し
た

時
点

で
は

内
容

が
古

い
情

報
に

な
っ

て
し

ま
っ

た
。

①
ブ

リ
ー

フ
ィ

ン
グ

に
つ

い
て

、
実

施
内

容
及

び
タ

イ
ミ

ン
グ

を
定

め
た

「
ブ

リ
ー

フ
ィ

ン
グ

に
関

す
る

要
領

書
」
を

作
成

し
、

現
地

対
策

本
部

員
に

対
し

て
教

育
を

行
う

。
ま

た
、

有
効

に
機

能
す

る
こ

と
を

確
認

す
る

た
め

の
要

素
訓

練
を

実
施

し
た

。
ブ

リ
ー

フ
ィ

ン
グ

は
、

画
面

共
有

ソ
フ

ト
、

書
画

カ
メ

ラ
等

に
よ

り
、

最
新

の
「
事

象
進

展
対

策
シ

ー
ト

」
を

活
用

し
な

が
ら

、
以

下
の

事
項

に
つ

い
て

簡
潔

に
説

明
を

行
う

こ
と

に
し

た
。

・
対

策
の

方
針

（
優

先
順

位
）

・
対

策
の

内
容

（
作

業
内

容
、

準
備

時
間

、
作

業
時

間
、

作
業

開
始

予
定

時
刻

、
計

画
線

量
等

）
②

現
地

対
策

本
部

の
体

制
を

見
直

し
、

新
た

に
Q

&
A

対
応

担
当

を
配

置
す

る
と

と
も

に
、

通
報

文
作

成
補

助
者

を
増

員
す

る
こ

と
で

体
制

を
強

化
し

、
ブ

リ
ー

フ
ィ

ン
グ

の
実

施
に

影
響

を
及

ぼ
さ

な
い

よ
う

に
し

た
。

現
地

対
策

本
部

・
視

覚
情

報
活

用
担

当
者

に
よ

り
、

「
事

象
進

展
対

策
シ

ー
ト

」
を

活
用

し
な

が
ら

、
N

S
R

R
及

び
燃

料
試

験
施

設
の

事
象

に
つ

い
て

、
進

展
予

測
と

応
急

対
策

に
係

る
ブ

リ
ー

フ
ィ

ン
グ

が
実

施
で

き
た

か
。

実
績

：
確

認
結

果
【
　

】
良

好
な

点
：

改
善

を
要

す
る

点
：

改
善

点
７

プ
レ

ス
対

応
に

お
い

て
、

施
設

の
目

的
及

び
概

要
の

説
明

に
時

間
を

要
し

た
た

め
、

図
面

等
の

補
助

資
料

を
使

用
し

な
が

ら
説

明
す

べ
き

で
あ

っ
た

。

・
施

設
の

目
的

及
び

概
要

を
分

か
り

や
す

く
説

明
で

き
る

図
面

の
準

備
が

で
き

な
か

っ
た

た
め

、
口

答
で

の
説

明
と

な
り

時
間

を
要

し
た

。

・
施

設
の

目
的

及
び

概
要

が
わ

か
る

簡
易

な
図

面
を

整
備

し
活

用
す

る
こ

と
で

、
説

明
の

容
易

性
を

向
上

さ
せ

、
施

設
の

目
的

及
び

概
要

の
説

明
に

つ
い

て
簡

潔
化

を
図

っ
た

。

現
地

対
策

本
部

プ
レ

ス
会

場
・
整

備
し

た
施

設
の

目
的

及
び

概
要

が
分

か
る

簡
易

な
図

面
等

で
構

成
さ

れ
た

資
料

を
活

用
し

て
説

明
で

き
た

か
。

実
績

：
確

認
結

果
【
　

】
良

好
な

点
：

改
善

を
要

す
る

点
：

改
善

点
１

初
動

対
応

時
（
地

震
発

生
直

後
）
に

、
茨

城
地

区
の

施
設

の
稼

働
状

況
等

に
つ

い
て

機
構

対
策

本
部

か
ら

E
R

C
へ

整
理

し
て

報
告

す
る

こ
と

が
で

き
な

か
っ

た
。

・
施

設
の

稼
働

状
況

等
に

つ
い

て
は

、
茨

城
地

区
の

各
拠

点
か

ら
情

報
を

入
手

し
た

都
度

、
E
R

C
へ

報
告

す
る

ル
ー

ル
と

し
て

い
た

。
ま

た
、

地
震

発
生

時
に

報
告

す
べ

き
事

項
に

関
す

る
整

理
表

を
作

成
し

て
お

ら
ず

、
全

体
を

俯
瞰

し
た

情
報

と
な

っ
て

い
な

か
っ

た
。

改
善

点
２

統
括

者
が

E
R

C
 対

応
ブ

ー
ス

を
離

れ
て

し
ま

い
、

ブ
ー

ス
内

が
統

括
さ

れ
な

い
場

面
が

生
じ

た
。

・
E
R

C
 対

応
ブ

ー
ス

の
統

括
者

は
、

E
R

C
 に

対
し

て
全

体
を

俯
瞰

し
た

情
報

が
提

供
で

き
る

よ
う

要
員

を
指

揮
し

な
が

ら
情

報
収

集
す

る
ル

ー
ル

と
し

て
い

た
が

、
入

手
し

た
情

報
が

不
足

し
、

ま
た

、
情

報
収

集
す

る
要

員
も

不
足

し
て

い
た

た
め

、
E
R

C
 対

応
ブ

ー
ス

を
離

れ
て

自
ら

情
報

を
確

認
し

た
。

・
E
R

C
 対

応
ブ

ー
ス

の
統

括
者

を
含

む
E
R

C
対

応
ブ

ー
ス

の
役

割
に

つ
い

て
再

確
認

す
る

と
と

も
に

、
E
R

C
 対

応
ブ

ー
ス

内
に

お
け

る
情

報
収

集
体

制
を

見
直

し
、

必
要

な
情

報
収

集
要

員
の

増
員

（
体

制
強

化
）
を

行
う

こ
と

で
、

情
報

に
不

足
が

あ
っ

た
場

合
で

も
統

括
者

の
指

示
の

も
と

で
対

応
で

き
る

要
員

を
確

保
し

た
。

ま
た

、
見

直
し

の
結

果
を

マ
ニ

ュ
ア

ル
に

反
映

し
た

。

機
構

対
策

本
部

（
東

海
）

・
E
R

C
ブ

ー
ス

・
統

括
者

は
E
R

C
 対

応
ブ

ー
ス

か
ら

離
れ

る
こ

と
な

く
本

来
業

務
が

実
施

で
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